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Ⅰ 実施計画の実績の取りまとめについて

1 本市では、第五次鳴門市総合計画に基づき、計画的かつ効率的な行財政運営を進めるため、向こう３か年の具体的施策・事業を示

した実施計画を策定しています。

実施計画の進捗状況を把握し、必要に応じ所要の見直しを行うため、平成19年度末時点での進捗状況をまとめました。

2 個別の各事業について、左側には平成19年度実施計画の内容、右側には平成19年度の実績【実施内容・進捗状況・決算見込み・

計画通り実施できなかった理由】を表記しました。

平成18年度から19年度へ予算を繰り越した事業については、繰越額及び決算見込みを『』書きで表記しています。

　なお、「進捗状況」欄の区分は次のとおりです。

(1) 前倒し実施 →平成20年度以降のスケジュールの一部又は全部を前倒しで実施した

(2) 計画どおり →平成19年度の取り組み目標を達成できた

(3) 未達成 →平成19年度の計画内容を達成できなかった 　

(4) 未着手 →平成19年度に着手しなかった

(5) 完了･終了 →平成19年度で事業が完了又は終了した

※(3)未達成、または(4)未着手の場合は、「計画通り実施できなかった理由」欄にその理由を記載しています。

注）実施計画部分の記載内容について（平成19年度～21年度実施計画策定時の内容です。）

(1) 事業名欄に「　　」とあるのは、平成19年度以降の新規事業を表しています。 ＜例図＞

(2) 事業名欄に「　　　　 」とあるのは、重点プロジェクトに位置付けられている事業を表しています。 【開かれた行政と市民参画の推進（

（例：｢重9-1｣は「重点プロジェクト9の(1)」のこと　※右図及びP.4参照）

(3) 事業の区分が他に重複するものについては、事業名に「(再掲あり)」と記載しています。

(4) 事業費欄の表示は次の内容を示しています。

①平成19年度は当初予算額、平成20・21年度は見込み額

②「－」は、事業費が経常的なもの、または計画事業費のみの算出が困難なもの、未定のものなど 担当課：秘書広報課

③『 』付きの金額は、平成18年度から19年度へ繰り越した事業費

事務事業名

一層読みやすい
て、掲載内容、
紙の充実を図る

「広報なると」発
行事業

新

重○-△

重9-１
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Ⅱ 総合計画体系図

【将来都市像】 【基本テーマ(大項目)】 【政策(中項目)】 【(小項目)】 【施策】

土地利用 (1)計画的な土地利用

市街地整備 (2)人にやさしく災害に強い市街地の形成

中心市街地活性化 (3)中心市街地のにぎわい創出

道路 (4)安全で快適な道路の整備

交通 (5)公共交通網の充実

P.7 公園・緑地 (6)緑の保全と創出

河川・海岸 (7)自然環境と景観に配慮した河川・海岸の整備

港湾 (8)港湾の整備

住宅 (1)良好な居住環境の整備

上水道 (2)安全で安定した水の供給

P.12 下水道 (3)公共下水道の推進

農林水産業 (1)農業の振興/(2)畜産業の振興/(3)林業の振興

(4)水産業の振興/(5)公設地方卸売市場の活性化

産業 (6)産業の振興と経営基盤の充実強化

P.15 (7)雇用の安定と勤労者福祉の向上

観光 (8)観光・いやしの郷づくりの推進

P.21
人権 (1)人権の尊重

男女共同参画 (2)男女共同参画社会の実現

コミュニティ (3)地域のまちづくりの推進

P.22 ボランティア (4)ボランティア・ＮＰＯ法人の活動促進

・ＮＰＯ

社会福祉 (1)地域福祉の総合的推進/(2)高齢者福祉の推進

(3)障害者福祉の推進/(4)児童福祉の推進

(5)母子寡婦父子福祉の推進/(6)低所得者福祉の推進

P.26 子どものまち (7)子どもが主役のまちづくりの推進

(1)地域活力の都市基盤づくり

い
き
い
き
　
未
来
に
輝
く
　
交
流
拠
点
都
市
　
な
る
と

(1)交流と連携の
舞台を創るにぎわ
いのあるまちづく
り (2)快適な潤いのある住環境づくり

(3)創造力に富んだ産業・観光づくり

(4)世界に開く情報のまちづくり 情報化 (1)情報化の推進

(1)ともに支え合う地域社会づくり

(2)こころ豊かで
すこやかに暮らせ
る健康あふれるま
ちづくり

(2)すくすく育つ生きがいのある福祉の
まちづくり
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保健・医療 (1)健康・医療対策の推進/(2)国民健康保険の推進

社会保障 (3)介護保険制度の円滑な実施/(4)国民年金制度の推進

P.31
環境 (1)自然環境の保全と環境整備

環境衛生 (2)自然と共生できる循環型社会づくりの推進

P.34 (3)し尿の適正な処理の推進による良好な水環境づくり

消防 (1)消防体制の充実

救急 (2)救急救助・医療体制の充実

P.38 危機管理・防災 (3)災害に強いまちづくりの推進

交通安全 (1)交通安全対策の充実

防犯 (2)犯罪のない安全なまちづくりの推進

消費生活 (3)消費者の自立と保護

P.43 火葬場 (4)火葬場の適切な運営

墓地 (5)市有墓地の適切な管理

学校教育 (1)幼稚園教育の充実/(2)義務教育の充実

(3)高等学校教育の充実

大学連携 (4)大学連携の推進

生涯学習 (5)生涯学習の推進と青少年の健全育成

P.45 図書館 (6)市民参加の図書館運営の推進

スポーツ (7)生涯スポーツの振興

・レクリエーション

文化振興 (1)暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進

(2)文化財の保護と活用

国際・国内交流 (3)国際・国内交流の推進

P.52

P.55

P.57

(3)いきいきと暮らせる健康づくり

(1)循環型の地域環境づくり

(3)安全と安心に
包まれた快適な環
境のまちづくり

(2)いのちを大切にする地域づくり

(2)文化にふれあう感性豊かなひとづく
り

(3)安心に包まれた暮らしづくり

(1)たくましい個性あふれるひとづくり

(4)郷土を愛し思
いやりに満ちた次
代を担うひとづく
り

(5)市民と歩むま
ちを支える行財政
の仕組みづくり

(1)市民と協働する開かれたまちづくり 市民参画 (1)開かれた行政と市民参画の推進

(2)時代を拓く行財政のシステムづくり 行財政運営 (1)効率的・効果的な行財政運営の推進
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重点プロジェクト（プロジェクト９）

1　夢つなぐ「子どものまち」推進プロジェクト 5　にぎわい創出・まちの活性化プロジェクト 8　いのちと財産を守る危機管理プロジェクト

(1)子育て支援基盤整備の推進 (1)「ふるーあ鳴門」交流拠点整備の推進 (1)危機管理・防災意識の醸成と市民防災活動の推進

(2)子どものまち鳴門プランの推進 (2)広域観光対策の推進 (2)危機管理・防災体制の強化と充実

(3)子どもの体験活動・ふれあいの拠点づくり (3)中心市街地活性化対策の推進 (3)情報伝達体制の充実

(4)企業誘致の推進 (4)災害広域応援体制の整備拡充

2　ともに支え合う保健福祉推進プロジェクト (5)地産地消の推進 (5)公共施設等の耐震化促進

(1)「健康なると２１」の策定と推進 (6)産直市の活性化 (6)防災対策の推進

(2)お元気 SUN ROOM （健康相談プラザ）の設置 (7)漁場・漁港環境の整備促進 (7)救急・救命救助高度化の推進

(3)高齢者・障害者支援と社会参加の促進 (8)地場産品・地場農産物のブランド化の推進

(4)地域コミュニティ活動の推進 9　時代を切り拓く行財政改革推進プロジェクト

(5)ボランティア・NPO活動の推進 6　未来を拓くひとと文化を育てるプロジェクト (1)市民参画による行政の推進

(1)総合的な教育基本計画の策定と推進 (2)広域行政の推進と市町村合併の研究

3　自然にやさしい環境対策推進プロジェクト (2)学校施設・設備の整備促進 (3)財政の健全化

(1)クリーンセンター建設事業の推進 (3)二学期制の導入 (4)行財政運営システムの構築

(2)最終処分場の確保 (4)生涯学習・生涯スポーツの推進 (5)分権を担う人材の育成

(3)ごみ減量化対策等の推進 (5)国際・国内交流の推進

(4)不法投棄対策の推進 (6)国際交流記念事業の実施

(5)環境諸施策の推進 (7)文化・芸術活動の推進

(6)火葬場環境整備の推進 (8)大学連携の推進

4　調和と潤いに満ちた都市創造推進プロジェクト 7　なるとｅ－プラン・情報化推進プロジェクト

(1)都市計画マスタープランの策定 (1)行政情報化の推進

(2)幹線道路の整備促進 (2)地域情報化の推進

(3)明神日出線改良事業の推進 (3)広域情報化の推進

(4)ドイツ村公園の整備推進 (4)情報通信基盤の整備

(5)木津城山公園の整備推進

(6)鳴門ウチノ海総合公園の多面的利用

(7)公共下水道の整備促進

(8)合併処理浄化槽整備事業の促進
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Ⅲ 実施計画総括表
（単位：千円）

平成18年度から19年度への繰越 平成19年度事業費 進　捗　状　況

繰越額 決算見込み額 計画額 決算見込み額
前倒し
実　施

計　画
どおり

未達成 未着手
完了
･終了

１交流と連携の舞台を創るにぎわいのあるまちづくり

(1) 地域活力の都市基盤づくり 13 157,576 156,120 442,025 387,262 10 3

(2) 快適な潤いのある住環境づくり 9 263,161 263,161 970,224 546,681 5 2 1 1

(3) 創造力に富んだ産業・観光づくり 18 201,189 117,382 15 1 1

(4) 世界に開く情報のまちづくり 4 1,353 1,353 3 1

２こころ豊かですこやかに暮らせる健康あふれるまちづくり

(1) ともに支え合う地域社会づくり 13 16,356 16,102 13

(2) すくすく育つ生きがいのある福祉のまちづくり 14 80,412 78,663 13

(3) いきいきと暮らせる健康づくり 7 115,329 78,967 6 1

３安全と安心に包まれた快適な環境のまちづくり

(1) 循環型の地域環境づくり 14 347,969 347,620 2,091,653 2,051,046 10 2 2

(2) いのちを大切にする地域づくり 19 49,008 46,721 13 2 2 2

(3) 安心に包まれた暮らしづくり 4 49,545 49,545 225,766 225,079 3 1

４郷土を愛し思いやりに満ちた次代を担うひとづくり

(1) たくましい個性あふれるひとづくり 22 88,792 88,831 21 1

(2) 文化にふれあう感性豊かなひとづくり 9 33,997 19,386 7 1 1

５市民と歩むまちを支える行財政の仕組みづくり

(1) 市民と協働する開かれたまちづくり 8 10,606 9,689 7 1

(2) 時代を拓く行財政のシステムづくり 7 21,380 17,616 6 1

１交流と連携の舞台を創るにぎわいのあるまちづくり 44 420,737 419,281 1,614,791 1,052,678 33 7 1 2

２こころ豊かですこやかに暮らせる健康あふれるまちづくり 34 212,097 173,732 32 1

３安全と安心に包まれた快適な環境のまちづくり 37 397,514 397,165 2,366,427 2,322,846 26 4 2 5

４郷土を愛し思いやりに満ちた次代を担うひとづくり 31 122,789 108,217 28 1 2

５市民と歩むまちを支える行財政の仕組みづくり 15 31,986 27,305 13 2

合　　　　　　　計 161 818,251 816,446 4,348,090 3,684,778 0 132 13 3 11

※「再掲」及び「市の予算を伴わない事業」については、事業数に含めているが、事業費には含まれていない。

※平成19年度事業費の「計画額」は、実施計画作成時の事業費である。

項　　　　　　　目
平成

19年度
事業数
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Ⅳ　　実　施　計　画　実　績



第1章 第1節　地域活力の都市基盤づくり 

Ⅳ 実施計画

第１章　交流と連携の舞台を創るにぎわいのあるまちづくり
第１節　地域活力の都市基盤づくり

土地利用

市街地整備

中心市街地活性化

道路

交通

公園・緑地

河川・海岸

港湾
(8)港湾の整備

(2)港湾環境の整備
(1)港湾施設の整備

(1)中心市街地の整備
(2)市民参加のまちづくり活動

(2)海岸整備

(2)公共交通機関の確保・充実

(1)公園の整備
(2)緑化の推進

(1)河川整備

(3)中心市街地のにぎわい創出

(5)公共交通網の充実

(7)自然環境と景観に配慮した河川・
海岸の整備

(4)安全で快適な道路の整備

(6)緑の保全と創出

【政策】 【基本事業】

(2)土地利用計画の充実
(1)計画的な土地利用 (1)計画的土地利用の推進

(1)既成市街地の整備(2)人にやさしく災害に強い市街地の
形成

【施策】

(2)地域住民によるまちづくり活動への支援

(1)幹線道路の整備

(4)道路環境の整備

(1)広域交通網の整備促進

(2)生活道路の整備
(3)橋梁の整備

地
域
活
力
の
都
市
基
盤
づ
く
り
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第1章 第1節　地域活力の都市基盤づくり 

【(1)計画的な土地利用－(2)土地利用計画の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 1,140 1,140 13,300

【(3)中心市街地のにぎわい創出－(1)中心市街地の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 25 20 20

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 2,500 23,000

【(4)安全で快適な道路の整備－(1)幹線道路の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

『7,060』 『7,060』

担当課：高速道路対策課 165,060 140,200 93,700 112,845

未達成

0

道路改良5事業、土地改良2事業を
実施したが、環境対策1事業と道路
改良1事業については、次年度以降
に持ち越した。

段関集会所については、建設予定
地の境界確定が不成立になった。
また、大代的場2号線についても境
界確定に同意が得られず、工事の
着手ができなかった。

未達成

「まちづくり交付金」を活用し
て、鳴門駅西口整備事業を実施し
ようと計画していたが、国の指導
により、計画の見直しが必要と
なった。

計画どおり

538

地元商店街や商工団体等との連携
を強化し、中心市街地の活性化に
向けて基盤づくりをおこなった。

計画どおり

21

平成18年度から引き続き都市計画
基礎調査を実施した。

都市再生整備計画を策定し、国の
承認を受け、「まちづくり交付
金」を活用して事業実施を取りか
かろうとした矢先、国の指導によ
り「まちづくり交付金」で事業が
実施出来なくなったため。

設計

平成18年度～20年度に実施する都市計画
基礎調査の結果及び今後策定する都市計画
道路網再編計画に基づき、鳴門市都市計画
マスタープランを見直す。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

整備

鳴門市都市計画マスター
プラン改定事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

中心市街地活性化推進事
業

鳴門市中心市街地活性化基本計画に基づ
き、本市の特色を活かした中心市街地の活
性化を推進し、地元商店街や商工団体等が
自主的・主体的に取り組むまちづくりを支
援する。

ＪＲ鳴門駅西口整備事業

ＪＲ鳴門駅西口に新たな改札口及びホーム
までの通路を整備することで、高齢者や障
害者も含め、誰もが安心して利用できるよ
うにするとともに、乗降客の中心商店街へ
の回遊を図る。

四国横断自動車道の建設について、各地元
対策協議会との設計協議に基づき、周辺整
備を順次実施していく。

四国横断自動車道周辺対
策事業 継続

重4-1

重5-3

重4-2

重5-3
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第1章 第1節　地域活力の都市基盤づくり 

【(4)安全で快適な道路の整備－(1)幹線道路の整備　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

『796』 『796』

担当課：高速道路対策課 44,300 26,000 26,000 3,300

【(4)安全で快適な道路の整備－(2)生活道路の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

『77,494』 『76,092』

担当課：土木課 70,000 161,000 115,000 127,452

進捗状況

決算見込み

『8,136』 『8,082』

担当課：土木課 10,000 30,000 30,000 8,000

【(5)公共交通網の充実－(2)公共交通機関の確保・充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：運輸事業課 － － －
－

機能向上側道等に係る小森・大幸
地区の側道用地取得については、
概ね達成した。

計画どおり

前年度から引き続き改良事業施工
延長L=171,4m、舗装工A=1,879
㎡、擁壁工L=28ｍ、排水工
L=159.5ｍ

計画どおり

前年度から引き続き改良事業施工
延長」L=57m、舗装工A=496㎡
を行った

計画どおり

事業規模縮小による経費削減(194
便より136便)、人事異動による5
人の乗務員の配置転換、遊休資産
の売却と有効活用(バス2両の売却
と所有資産の鑑定評価)、一時借入
金を長期借入金に借換を実施し
た。

計画どおり

市営バス経営改善事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　業　概　要事　務　事　業　名

13次区間(小松島～鳴門間)において、高速
道路の建設に伴い必要な側道等の整備を行
う。高速道路整備支援事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

木津野松村線改良事業

狭あいで通行に支障をきたしている同市道
について、拡幅など改良工事を行う。明神日出線改良事業

特に大型車通行量の多い、国道28号から
国道11号の間の補修を重点的に進め、通
行の安全を図る。

継続

継続

継続

運輸事業基本計画に基づき、経営改善のた
めの路線の見直し等を行う。

重4-2

重4-3
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第1章 第1節　地域活力の都市基盤づくり 

【(6)緑の保全と創出－(1)公園の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ管理課・公園整備事務所（旧：衛生ｾﾝﾀｰ・公園整備事務所30,000 30,000 30,000

進捗状況

決算見込み

『19,600』 『19,600』

担当課：公園整備事務所 30,000 30,000 30,000 16,960

【(7)自然環境と景観に配慮した河川・海岸の整備－(1)河川整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 4,000 6,000 6,000

進捗状況

決算見込み

『12,390』 『12,390』

担当課：土木課 65,000 70,000 70,000 64,278

埋蔵文化財(板東俘虜収容所)発掘調
査に不測の日数を要したため

3,868

園路・照明灯・境界ブロック等の
整備を行った。

菩提樹の森の池擁壁・遊歩道の擁
壁を整備した。

計画どおり宮ノ北排水路改良工事
西発排水路改良工事（その2）
西新排水路改良工事

計画どおり

30,000

未達成

<平成18年度からの繰越分>
林崎第１排水機場水中ポンプ更新
<平成19年度分>
藻塩橋排水機場発電機改良工事、藻塩
橋排水機場水中ポンプ改良工事、明神
第２排水機場水中ポンプ改良工事、林
崎第１排水機場水中ポンプ改良工事

計画どおり

事　務　事　業　名 事　業　概　要

ドイツ村公園整備事業

衛生センター周辺整備事業の一環として、
市民の憩いの場としての公園を整備する。木津城山公園整備事業

継続

継続

菩提樹の森などドイツ村公園の整備事業を
進める。

継続

老朽化した排水機場のポンプ・発電機など
について、計画的に更新等を行う。排水機場樋門整備事業

事　務　事　業　名

未整備水路を改修することにより、災害を
防止するとともに、ヘドロ対策など生活環
境を向上させる。河川改良事業

継続

事　業　概　要

重4-5

重4-4

重8-6

重8-6
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第1章 第1節　地域活力の都市基盤づくり 

【(7)自然環境と景観に配慮した河川・海岸の整備－(2)海岸整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

『32,100』 『32,100』

担当課：土木課 20,000 20,000 20,000 20,000

護岸工　L=27.0ｍ
L型ブロック製作据付　N=9個

計画どおり

室漁港海岸整備事業
継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

室漁港海岸の中ケ谷地区及び本村地区の老
朽化した既存護岸基礎の補修及び補強を行
う。

重8-6
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第1章 第2節　快適な潤いのある住環境づくり

第２節　快適な潤いのある住環境づくり

住宅

上水道

下水道

【(1)良好な居住環境の整備－(1)住宅ストックの有効活用】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 17,870 17,800 17,800

【(1)良好な居住環境の整備－(2)安全で安心な居住環境の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 4,307 3,300 2,100

矢倉団地A棟～F棟144戸に火災報
知器取り付け。

計画どおり

3,145

矢倉団地H棟外壁、屋上防水等改
修。

計画どおり

16,547

(1)良好な居住環境の整備

事　務　事　業　名 事　業　概　要

(3)公共下水道の推進

(2)安全で安心な居住環境の整備

市営住宅ストック活用事
業

【政策】 【基本事業】

(1)住宅ストックの有効活用

(2)水道施設の整備・更新

市営住宅火災報知器取付
事業

継続

【施策】

(2)公共下水道の維持管理

事　務　事　業　名 事　業　概　要

(1)水資源の確保

(1)公共下水道の整備

(3)効率的な供給体制の整備

鳴門市市営住宅ストック総合活用計画に基
づき、年次的・効率的に住環境の改善に努
める。

継続

住宅火災による死者の発生を低減させるた
め、火災報知器を市営住宅の全団地に、計
画的・年次的に取り付けていく。

(2)安全で安定した水の供給

快
適
な
潤
い
の
あ
る

住
環
境
づ
く
り
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第1章 第2節　快適な潤いのある住環境づくり

【(1)良好な居住環境の整備－(2)安全で安心な居住環境の整備　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 15,825 15,820 15,820

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 6,402 6,400 6,400

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 － 2,730 5,670

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 4,000

既存建築物の現状分析を基に総合
的に耐震化を促進する計画を策
定。

完了･終了

3,360

10戸の改修支援実施。

計画どおり

6,400

修復型の事業手法（耐震診断・耐
震改修等）を中心に進めた。

当該地域の面整備には綿密な現地
調査と住民の合意形成を図らなけ
ればならないため、緊急的対応を
除き即時の事業化ができなかっ
た。今後、緊急避難路の確保や住
環境整備の施策について検討して
いく。

未着手

－

耐震診断を希望する136戸に対し
て支援した。

計画どおり

4,338

耐震改修の必要性がある木造住宅につい
て、耐震改修希望者に対して補助を行い、
住民の生命と財産を守るとともに、倒壊に
よる火災の発生の防止や避難路の確保を目
指す。

昭和56年以前に建築された、新耐震基準
を満たさない木造住宅について、耐震診断
希望者に対し支援を行う。

継続

木造住宅耐震診断支援事
業

重点密集市街地改良事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

木造住宅耐震改修支援事
業

継続

耐震改修促進法の改正に伴い、本市におい
ても耐震改修促進計画を策定する。

全市的な調査を行い重点密集市街地を含む
地震災害危険地区を抽出するとともに、住
環境の整備目標・整備方針を設定し、現況
把握、被害避難の想定、対応方策案の検討
を行う。

鳴門市耐震改修促進計画
策定事業

実施

重8-5

重8-5

新 重8-5
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第1章 第2節　快適な潤いのある住環境づくり

【(2)安全で安定した水の供給－(2)水道施設の整備・更新】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：水道事業課 2,000

【(3)公共下水道の推進－(1)公共下水道の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：下水道課 321,820 379,900 183,000

進捗状況

決算見込み

『263,161』 『263,161』

担当課：下水道課 598,000 800,000 300,000 199,481

幹線管渠整備工事、最終処理場建
設工事

計画どおり

310,910

幹線管渠整備工事、面整備管渠整
備工事

開削工事について、道路に既占用
している関係機関（NTT,水道）と
の協議に不測の日時を要し、現場
によっては水道施設の移設が必要
とされ、長期の工期を要するた
め、年度内完成が見込めなくなっ
た。

未達成

浄水場管理棟耐震補強実施設計を
実施

9月補正予算を計上し、実施設計を
実施したが、耐震構造計算評定の
承認に日数を要し年度内の完了が
出来なかったため20年度に繰越し
した。

未達成

2,500

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

生活環境の改善と公共用水域の水質保全を
図るため、平成21年度の一部供用開始を
目標に、流域下水道の整備を促進する。

水道施設の耐震診断を行い、その結果によ
り耐震補強工事などを検討する。水道施設耐震診断事業

旧吉野川流域下水道事業

継続

継続

旧吉野川流域下水道事業の進捗に合わせ
て、本市内における公共下水道事業を進め
る。公共下水道事業

継続

重4-7

重8-5

重4-7
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

第３節　創造力に富んだ産業・観光づくり

農林水産業

産業

観光

(2)観光客の誘致促進

(7)雇用の安定と勤労者福祉の向上

(8)観光・いやしの郷づくりの推進 (1)観光基盤の整備・活用

(3)勤労者福祉の充実

(1)就業機会の拡大
(2)労働力の確保

【政策】 【基本事業】

(2)安全・安心の確保

(1)農業経営の安定化
(2)農業の高度化

(1)畜産業の活性化

(4)農業生産基盤の整備

【施策】

(1)農業の振興

(3)消費者の信頼の確立

(5)公設地方卸売市場の活性化

(4)金融対策の推進

(4)運営形態・運営方法の見直し

(1)地場産業の育成・振興
(2)商店街の基盤強化

(2)機能の向上

(6)産業の振興と経営基盤の充実強化

(3)経営基盤の強化

(3)企業誘致の推進

(3)林業の振興

(3)漁業資源の多面的活用

(4)水産業の振興

(1)緑豊かな森林の整備

(2)漁業経営の安定化
(1)漁業生産基盤の整備

(2)畜産業の振興

(1)施設・設備の整備

創
造
力
に
富
ん
だ
産
業
・
観
光
づ
く
り
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

【(1)農業の振興－(2)農業の高度化】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課（旧：ブランド化推進室） 300 300 300

【(1)農業の振興－(3)消費者の信頼の確立】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課（旧：ブランド化推進室） 4,701 2,000 2,000

【(1)農業の振興－(4)農業生産基盤の整備】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：耕地課 23,000 23,000 23,000

【(3)林業の振興－(1)緑豊かな森林の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 3,409 2,480 2,480

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

地域において農地・水・環境の良好な保全
と質的向上を図るため、地域ぐるみで効果
の高い共同活動と、農業者ぐるみで先進的
な営農活動を支援する「農地・水・環境保
全向上対策」を実施する。

農地･水･環境保全向上対
策事業

本市農水産物のブランド化の推進と定着及
びより一層の浸透を図り、「鳴門ブラン
ド」を確立する。ブランド産地育成事業

継続

地産地消推進事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　業　概　要

ウチノ海総合公園において、漁業者・農業
者の連携により、本市農水産物の直販を行
い、生産者と消費者の顔の見える関係を確
立しながら、本市特産物の地産地消の推進
と産地育成を図る。

実施 継続

近年、増加している野生鳥獣からの被害防
止策として、捕獲檻や防護柵等の整備を計
画的に図ること等により、地域住民の安全
な生活と農作物への被害防止体制を確立す
る。

継続

鳥獣被害対策事業

事　務　事　業　名

計画どおり

443

①甘藷、らっきょう、梨の各販売検討会、栽培講
習会の開催、先進地視察、パンフレット他ＰＲ資
材の作成、甘藷消費者による農業体験と試食等を
通じた交流、関東地区での甘藷の販売、圃場を有
効利用する甘藷二期作の試験的な圃場の設置等の
実施。②一本釣り鳴門鯛のタグ及びＰＲ用ポス
ターの作成、鳴門ワカメの県外消費地でのＰＲ活
動、鳴門産ハマチの海外での店頭販売　等を実
施。

計画どおり

5,374

平成19年4月から、毎月第一土曜日午
前中に定期的に開催することを決定。
1月の正月期は休催して、計11回開
催、延べ約13,000人の来場者があっ
た。チラシ、新聞等のPR効果と、開催
毎に工夫を凝らした企画等にから、来
場者は増加傾向にあり、定着化が図ら
れつつある。

19,034

①イノシシ用捕獲檻4基、サル用捕
獲檻5基を購入整備した。 ②粟田
地区において、イノシシ防護用電
気柵整備に補助金を交付した。 ③
大浦地区をモデル地区として、サ
ル被害に関する研修や地域環境整
備を行った。

計画どおり

2,899

各地域において11団体の活動組織
を設立し、農業者、地域住民が一
体となって、農地・水・環境保全
向上対策実施要綱に基づき、草刈
り、水路浚渫等の共同活動を実施
した。

計画どおり

重5-8

重5-5･6

新

重5-5･6
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

【(4)水産業の振興－(1)漁業生産基盤の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 4,166 4,160 4,160

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 75,000 75,000 75,000

【(6)産業の振興と経営基盤の充実強化－(1)地場産業の育成・振興】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 855 850 850

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 － － －

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名

撫佐漁港整備事業

継続

継続

漁場環境保全創造事業

事　業　概　要

漁村環境の改善並びに漁港機能の充実を図
るため、護岸及び防波堤の整備を行う。

漁業環境の悪化や水産資源の枯渇による漁
獲高の減少対策として、掃海事業を実施
し、漁業機能の回復に努める。

平成15年9月に国の伝統的工芸品に指定さ
れた大谷焼について、伝統的な技術・技法
の保護に努め、大谷焼陶業協会とともに振
興計画を推進し、県外での展示会を実施す
るなどして振興を図る。

実施 継続

伝統的工芸品産業振興事
業

継続

調査・研究

中小企業の経営支援について、団塊世代の
退職者等で専門的知識や技術を持った人材
を登録し活用できる「ビジネスサポーター
制度」の導入に向けた取り組みを進める。

中小企業経営支援人材活
用事業

計画どおり

2,696

防波堤　L=20.0ｍ
－2.0ｍ物揚場　L=70.0ｍ
護岸工　L=21.3ｍ
用地　V=2,400㎥
その他　一式

当初、推測していた土質の粘性が
強く施工能力が低下したため、予
定どおり完成できず20年度に繰り
越した。

未達成

26,000

徳島県北部底曳き網協会所属81隻
により、播磨灘沖で10.5㎢を漁船
を使って、海底に沈殿している堆
積物７９㎥を除去し、処分を行っ
た。

計画どおり

855

先進地事例や既存の類似制度につ
いて調査研究を行った。

計画どおり

－

全国伝統的工芸品センター（東京
池袋）において、「阿波の焼物
大谷焼展」の開催をはじめ「伝統
的工芸品展　ＷＡＺＡ2008」に
も出展するなど首都圏での普及・
宣伝に努めた。

重5-7

重5-7

重5-8

新
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

【(6)産業の振興と経営基盤の充実強化－(3)企業誘致の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 656 650 650

【(8)観光・いやしの郷づくりの推進－(1)観光基盤の整備・活用】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 44,000 800 800

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 4,000 1,000

【(8)観光・いやしの郷づくりの推進－(2)観光客の誘致促進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 2,048 2,040 2,040

事　務　事　業　名 事　業　概　要

神戸市、倉敷市、琴平町及び本市の四都市
が手を結び、魅力の高い広域の周遊ルート
を設定し、訪日外客を含む全国からの観光
客を対象とした、共同による広域観光誘致
事業を実施し、圏域への観光客の誘致を図
る。

瀬戸内四都市広域観光推
進事業

市西部の観光拠点としてサイクリングコー
スを設定するとともに、レンタサイクルの
整備を進めることにより、交流人口や滞留
時間の増加を図り、賑わいを創出する。

レンタサイクル事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

県との連携等により県内外の優良企業を
「なるとソフトノミックスパーク」などへ
誘致し、就業機会の増大や地域経済の活性
化、市民所得の向上など、活力ある街づく
りを推進する。

高速鳴門バス停留所及び周辺エリア（ふ
るーあ鳴門）の機能充実と環境整備の検討
を進め、本州と四国を結ぶ交流拠点として
のハブターミナル化を目指す。

継続

ふるーあ鳴門交流拠点整
備事業

企業誘致推進事業

計画どおり

281

高速鳴門バス停施設のバリアフ
リー化を目的に、上り車線入口に
エレベーターを設置した。

完了･終了

24,969

6月になるとソフトノミックスパー
クにおいて、1社と売買契約締結。
残区画についても数社と交渉中。
12月には鳴門複合産業団地におい
て１社と売買契約締結した。複合
団地は全区画完売した。

魅力ある広域周遊ルートの確立に
向け、四都市バスモニターツアー
を実施し、アンケートによる意向
調査を行うとともに、各都市のイ
ベントへの相互参加や首都圏にお
ける観光ＰＲを実施した。

計画どおり

2,040

（今後の実施に向け関係機関との
協議を行った。）

継続

実施 継続

重5-4

重5-1

重5-2
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

【(8)観光・いやしの郷づくりの推進－(2)観光客の誘致促進　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 13,309 15,900 12,700

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 1,000 1,000 1,000

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 1,545 30,000

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 － － －

市内宿泊を伴う会議や学会、スポーツ大会
などのコンベンションを対象に開催支援助
成金を交付し、市内への流入人口増及び地
域経済の活性化を促進する。

コンベンション誘致支援
事業

映画「バルトの楽園」のロケセットの一般
公開を行い新たな観光資源として活用を図
り、観光客増による地域の活性化を目指
す。

高速鳴門バス停留所をより使いやすくする
とともに、市内や県内の観光案内のほか四
国の主要観光地の紹介を行うなど、四国の
東玄関口にふさわしい観光の拠点施設とし
て管理運営を行う。

観光情報センター管理運
営事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

高速鳴門バス停留所利用者に対す
るサービス確保のため、施設の維
持修繕及び指定管理者による管理
運営を行うとともに、観光案内及
び観光情報端末により観光客への
情報提供を行った。

国のビジット･ジャパン･キャンペーンの趣
旨に則り、外国人観光客の誘致を促進す
る。

計画どおり

13,106

外国人観光客の誘致の体制整備の
ため、国土交通省との連携により
市内観光事業者を対象に「外国人
観光客接遇研修」を実施した。

計画どおり

－

953

472

オープン2年目となる「ＢＡＮＤＯ
ロケ村」への入場者を確保してい
くため、ロケ村への周遊バス運行
やＰＲを実施するとともにロケ
セットの維持修繕を行った。

市内宿泊を伴うスポーツ大会など
計14回のコンベンションに対し助
成を行い、市内への流入人口増と
地域活性化を図った。

計画どおり

計画どおり

外国人観光客来訪促進事
業

実施 継続

継続

継続

「バルトの楽園」ロケ
セット活用事業

継続

重5-2

重5-2

新

19



第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

【(8)観光・いやしの郷づくりの推進－(2)観光客の誘致促進　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 300 － －

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 26,900

事　務　事　業　名 事　業　概　要

特設演舞場を2箇所に設置し阿波お
どりをＰＲすることで、集客増及
び阿波踊り連の増加への対応向上
を図った。また、桐生八木節おど
りの招聘など、大会の充実を図る
ことで、3日間で前年比11％増の
11万8千人が来場した。

計画どおり

17,960

計画どおり
観光客とふれあいながら、本市の豊かな観
光資源を紹介・案内できる市民参加による
「観光ボランティアガイド」の育成を図
る。

観光ボランティアガイド
育成事業

実施
300

市内観光に関して知識とガイド技
術の習得した人材の育成を目的に
「なると観光ボランティア養成講
座」を年間計14回開講し、受講生
10人に観光ボランティアガイド認
定書を交付した。

本市を代表する観光資源である阿波踊り大
会を充実させることにより、交流人口の増
加を図る。阿波踊り振興事業

実施

継続

新

新
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第1章 第4節　世界に開く情報のまちづくり

第４節　世界に開く情報のまちづくり

情報化

【(1)情報化の推進－(1)電子自治体の実現】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 1,353 － －

進捗状況

決算見込み

担当課：契約管財課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：情報化推進室 － － －

現在の契約管理システムの更新や
徳島県の電子入札システムとの連
携について費用等の検討を行っ
た。前段階として平成20年度に契
約管理システムの更新を行うこと
とした。

計画どおり

－

「電子自治体情報化戦略プロジェ
クト」を結成して、情報資産管理
台帳システムを開発し試験的に運
用を開始した。

計画どおり

－

情報化推進協議会における文書管
理システムの開発は進んでおら
ず、本市においても導入等につい
ての検討は行われなかった。

共同開発による文書管理システム
の開発が進んでいないことから、
本市の導入について検討すること
ができなかった。

未達成

－

情報化推進協議会において、シス
テムの更改に関する検討を行い、
次期電子申請・届出システム基本
計画書（案）をとりまとめた。ま
た、ニーズの把握や現況調査のた
め、住民及び自治体担当職員に対
し、アンケート調査を実施した。

計画どおり

1,353

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

総合文書管理システム構
築事業

行政事務の効率化・高度化や経費節減、
ペーパーレスの推進、情報開示への対応等
を実現していくために総合文書管理システ
ムの導入を図る。

【施策】【政策】 【基本事業】

(1)電子自治体の実現(1)情報化の推進

電子自治体情報化戦略推
進事業

実施 継続

本市が中心となり、それぞれの役割を担う
民間企業と「電子自治体情報化戦略プロ
ジェクト」を結成して、効果的、効率的な
自治体主導型の情報システムの全体最適
化、情報投資の適正化を図るため、情報シ
ステム資産管理台帳システムの開発、整備

電子入札導入事業

電子申請等共同受付シス
テム構築事業

市民に対する行政サービスの向上と、行政
事務の効率化・高度化のため、24時間、
365日、オンラインで申請・届出の手続が
可能となる電子申請・届出システムを構築
する。

公共工事の受発注手続の透明性を高め、ま
た公正な競争を促進しコストを縮減するた
めに電子入札制度の導入を検討する。

継続

導入検討

世界に開く情報
のまちづくり

重7-1

重7-1

重7-1

重7-1新
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第2章 第１節　ともに支え合う地域社会づくり

第２章　こころ豊かですこやかに暮らせる健康あふれるまちづくり
第１節　ともに支え合う地域社会づくり

人権

男女共同参画

コミュニティ

ボランティア・ＮＰＯ

【(1)人権の尊重－(1)人権行政の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人権福祉センター 1,118 1,110 1,110

11月10日（土）～11月18日（日）
人権福祉センター等において、あらゆ
る人権が尊重されるまちづくりを推進
するため、保、幼、小・中・高等学
校、行政及び市民による人権問題に関
する作品を展示、大麻中学校生徒によ
る人権劇及び講演会を開催し、啓発に
努めた。来館者数7,648人

計画どおり

1,005

事　務　事　業　名 事　業　概　要

保育所、幼稚園、小・中・高等学校、行政
及び市民による人権問題に関する作品の展
示及び講演会などを通じて、あらゆる人権
が尊重されるまちづくりを推進するため開
催する。

人権文化祭開催事業

【政策】 【基本事業】

(3)地域のまちづくりの推進

(2)あらゆる分野への男女共同参画の推進

(1)人権行政の推進
(2)人権意識の高揚

(1)男女平等社会への意識改革の推進

(1)コミュニティ活動の推進

【施策】

(4)人権教育

(4)就労における男女平等の推進と環境整備

(6)国際交流・国際貢献の推進

(3)男女が共に担う家庭責任・地域づくり
の推進

(5)男女が共に自立した生き方を支える福
祉の充実と健康の増進

(3)人権擁護機関との連携強化

(2)男女共同参画社会の実現

(1)ボランティア活動の推進

(2)地域づくり活動の支援

(1)人権の尊重

(4)ボランティア・ＮＰＯ法人の活動
促進

継続

(2)ＮＰＯ法人の活動促進

と
も
に
支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く
り
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第2章 第１節　ともに支え合う地域社会づくり

【(1)人権の尊重－(2)人権意識の高揚】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 214 210 210

進捗状況

決算見込み

担当課：人権教育課 322 320 320

進捗状況

決算見込み

担当課：人権教育課 720 720 720

【(1)人権の尊重－(4)人権教育】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人権教育課 646 640 640

進捗状況

決算見込み

担当課：人権教育課 1,539 1,530 1,530

市人権教育推進協議会が実施する
人権地域フォーラム、人権教育研
究大会、ヒュ－マンライツメッ
セージなると、街頭啓発、各種研
修会、企業が参加しての視察研修
等の活動を支援し、本市における
人権教育・啓発の推進を図った。

計画どおり

1,539

第二中学校区内の幼・小・中学校
と矢倉保育園で研究大会を開催す
るとともに、大会誌を作成した。

計画どおり

583

人権問題の啓発資料としてリーフ
レット（「わたしたちの人権問
題」NO.37）を26,000部作成
し、市内全戸に配布した。

計画どおり

732

鳴門市と板野郡5町が共催で「ひと
ごと」から「わがこと」へ－自己
をみつめ、語り、人と人がつなが
る人権学習－をテーマにパネル
ディスカッション方式で広域的な
人権研修を実施した。

計画どおり

317

事　業　概　要

事　務　事　業　名

人権セミナー開催事業

計画どおり

214

「身近な人権」を研修課題に、6月
23日、6月30日、7月7日及び平
成20年2月2日の各土曜日計4回開
催し、広く一般市民に啓発するこ
とにより人権に対する意識改革を
行った。

人権教育研究大会開催事
業

鳴門市人権教育推進協議
会支援事業

事　務　事　業　名

啓発資料「わたしたちの
人権問題」全戸配布事業

人権地域フォ－ラム開催
事業

「人権」に関して理解と認識を深め、人権
意識を高めることを目的に開催する。

継続

事　業　概　要

人権問題を身近な問題と捉えてその解決に
向けて主体的に取り組む市民を育成するた
め、身近な人権問題の資料を作成し、啓発
資料として市内全戸に配布を行う。

継続

一人ひとりが人権に関する正しい理解と認
識を深め、人権尊重のまちづくりを推進す
るため、本市と板野郡5町の共催でフォー
ラムを開催する。

継続

本市における社会人権教育推進の中核をな
す鳴門市人権教育推進協議会の活動への支
援を継続して行う。

継続

これまでの同和教育・啓発の手法を生かし
ながら、本市における人権教育・啓発を構
築、実践する大会として継続していく。

継続
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第2章 第１節　ともに支え合う地域社会づくり

【(2)男女共同参画社会の実現－(2)あらゆる分野への男女共同参画の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 97 90 90

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 123 120 120

【(2)男女共同参画社会の実現－(5)男女が共に自立した生き方を支える福祉の充実と健康の増進】（単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 207 200 200

【(3)地域のまちづくりの推進－(1)コミュニティ活動の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：市民活動推進課 4,178 4,170 4,170

地区自治振興会の機能の強化を図
るため、活動支援助成を行うとと
もに、自治振興会と協働してコ
ミュニティ活動の活発化を図り、
まちづくりを推進した。

計画どおり

4,178

女性であるがゆえの差別や人権侵
害・ＤＶ等で苦しむ女性を支援・
救済するために、年間13回（水曜
日）、本庁1階第4会議室にて13
時から16時まで専門カウンセラー
による相談事業を実施した。

計画どおり

207

男女が共に協力し、ささえ合う男
女共生社会についての認識と理解
を深めるために9/8・15の2回開
講し啓発を行った。

計画どおり

53

男女共同参画社会の実現に向け
て、地域や職場で活躍を推進する
リーダーを養成するために
11/28・12/5・12・19の4回
開催した。

計画どおり

100

事　務　事　業　名 事　業　概　要

男女共同参画社会実現のため、女性に対す
る偏見や差別意識、人権侵害により苦しむ
女性を擁護・救済することを目的に実施す
る。

女性相談事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

男女共同参画社会の実現に向けて活動を推
進するリーダーを養成するために開催す
る。

男女共同参画リーダー養
成講座開催事業

男女共生セミナー開催事
業

地区自治振興会の機能の強化を図るため、
活動支援助成を行うとともに、自治振興会
と協働してコミュニティ活動の活発化を図
り、まちづくりを推進する。

継続

現在の女性と男性を取り巻く諸問題をはじ
め、女性問題や男性問題について幅広い角
度から学習することにより、男女共生につ
いての理解と認識を深め、共に男女共同参
画社会実現を目指すことを目的に開催す
る。 継続

継続

コミュニティ活動活性化
事業

継続

重2-4
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第2章 第１節　ともに支え合う地域社会づくり

【(3)地域のまちづくりの推進－(1)コミュニティ活動の推進　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：市民活動推進課 5,000 5,000 5,000

【(3)地域のまちづくりの推進－(2)地域づくり活動の支援】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：市民活動推進課 696 690 690

【(4)ボランティア・ＮＰＯ法人の活動促進－(2)ＮＰＯ法人の活動促進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：市民活動推進課 1,496 1,490 1,490

地区自治振興会を単位として、市
民自らの手による独自の地域づく
りに取り組む8地区の自治振興会を
支援した。

計画どおり

696

鳴門市社会貢献活動の促進に関す
る条例に則し、活動団体に情報提
供や活動の場を確保し、ネット
ワーク化を促進した。また、活動
団体相互の連携、行政との協働を
図った。

計画どおり

1,478

地域の伝承文化を次世代に伝える
とともに、地域の連帯感に基づく
自治意識を盛り上げることを目的
に、2団体に対し助成した。

計画どおり

5,000

鳴門市社会貢献活動の促進に関する条例に
則し、活動団体に情報提供や活動の場を確
保し、ネットワーク化を促進する。また、
活動団体相互の連携、行政との協働を図
る。

市民活動支援センター事
業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

住民が自主的に行うコミュニティ活動の促
進を図り、地域の伝承文化を次世代に伝え
るとともに、地域の連帯感に基づく自治意
識を盛り上げることを目的に、コミュニ
ティ団体に対し助成する。

コミュニティ助成事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

地域づくり支援事業

継続

地区自治振興会を単位として、市民自らの
手による独自の地域づくりを支援する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重2-4

重2-4

重2-5

25



第2章 第2節　すくすく育つ生きがいのある福祉のまちづくり

第２節　すくすく育つ生きがいのある福祉のまちづくり

社会福祉

子どものまち
(2)低所得者福祉の充実

(3)子育て家庭への支援
(4)要保護児童への支援

(4)居住環境の向上

(7)子どもが主役のまちづくりの推進

(2)子どもがすくすく育つまちづくり

(3)障害者福祉の推進

(5)母子寡婦父子福祉の推進

(4)児童福祉の推進

(1)生活の安定と向上

(2)福祉サービスの充実

(1)児童の健全育成

(3)高齢者用施設の充実

(2)保育所の充実

【政策】 【基本事業】

(1)地域福祉意識の高揚(1)地域福祉の総合的推進

(2)介護サービスの充実

【施策】

(2)地域福祉活動の推進

(1)生きがいと健康づくりの推進

(3)人にやさしいまちづくりの推進
(4)地域福祉計画の策定

(2)高齢者福祉の推進

(3)生活環境の整備

(1)社会参加の促進

(1)子育て支援及び生活の場の整備

(3)次世代育成支援の推進

(6)低所得者福祉の推進

(3)相談・指導体制の充実
(2)経済的自立の支援

(1)子どもが自ら学び、考え、行動するま
ちづくり

す
く
す
く
育
つ
生
き
が
い
の
あ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
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第2章 第2節　すくすく育つ生きがいのある福祉のまちづくり

【(1)地域福祉の総合的推進－(4)地域福祉計画の策定】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：高齢障害福祉課 1,450 1,460

【(2)高齢者福祉の推進－(1)生きがいと健康づくりの推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：高齢障害福祉課 1,123 1,120 1,120

【(3)障害者福祉の推進－(1)社会参加の促進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：高齢障害福祉課 2,852 2,850 2,850

進捗状況

決算見込み

担当課：高齢障害福祉課 17,157 17,150 17,150

障害者（児）に、創作的活動又は生産
活動の機会の提供（パソコン講座・料
理教室、ハンガー組み立て、さつまい
も栽培等）、社会との交流の場を提供
（妙見山公園花壇管理、ソフトボー
ル、座談会、映画鑑賞等）し、地域生
活支援の促進を図った。

計画どおり

14,500

敬老の日のつどい（金婚、ダイヤ
モンド婚該当者祝賀記念品の贈
呈、優秀敬老作文の表彰と朗読発
表、意見交換、芸能大会）を開催
した。

計画どおり

1,096

手話通訳者を配置するとともに、
手話通訳等を行う者の派遣等を行
い、聴力障害者等とのコミュニ
ケーションの円滑化を図った。

計画どおり

2,483

地域活動支援センター事
業

実施 継続

地域の実情に応じて、障害者等に創作的活
動又は生産活動の機会の提供、社会との交
流の促進等の便宜を図ることにより、障害
者等の地域生活を支援する。

事　業　概　要

（今後の計画策定に向け検討を進
めた。）

すべての市民が住み慣れた地域で、安心し
て自立した生活を送れるよう、地域社会の
様々な力を活用しながら、福祉サービスを
総合的に提供する仕組みを作り上げるた
め、「地域福祉計画」を策定する。

事　務　事　業　名

長寿を祝うとともに、高齢者の社会参加の
促進や生きがいづくりを目的に「敬老の日
のつどい」を開催する。

事　務　事　業　名

事　業　概　要事　務　事　業　名

地域福祉計画策定事業

敬老の日のつどい開催事
業

コミュニケーション支援
事業

継続

聴覚障害者（児）一人ひとりに応じた情報
やコミュニケーションを確保するため、手
話通訳者による、コミュニケーション支
援、情報提供支援、相談及び生活支援等を
行う。

継続

事　業　概　要

実施

重2-3

重2-3新
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【(4)児童福祉の推進－(1)児童の健全育成】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課（旧：児童福祉課） 44,648 44,640 44,640

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課（旧：児童福祉課） － － －

【(4)児童福祉の推進－(2)保育所の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課（旧：児童福祉課） － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課（旧：児童福祉課） 80 80 80

市内、公私立保育所より20人の保
育士が参加し、年間６回実施し
た。課題とする4つのテーマに添
い、グループ研修に取り組むと共
に、相互に意見発表や成果を冊子
としてまとめた。

計画どおり

60

学校の余裕教室や児童館等におい
て、小学校児童（1年生～6年生）
を対象に事業を実施した。登録児
童数は毎年増加している。

計画どおり

45,728

4か月健診時を活用し、絵本の読み
聞かせや、絵本との出会いの場を
提供し、絵本に親しむ取り組みを
行った。絵本の配布は287人。

計画どおり

256

平成19年4月から民間移管された
2保育所（旧大津保育所・旧板東保
育所）において、移管後の三者協
議会（事業者・保護者・行政）を
それぞれ1回開催した。

計画どおり

－

保育士リーダー養成講座
開催事業

公立保育所再編事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

市内に居住する小学校児童で昼間保護者の
いない家庭の児童を対象に、市内12か所
の児童クラブにより、学校の余裕教室や児
童館等において実施されている放課後健全
育成事業を支援する。

事　業　概　要

保育サービスの充実や効率的な行政運営を
進める観点から、保育所の民間移管や統廃
合を行い、公立保育所を再編する。

絵本を通じて親子の絆を深め、子どもの豊
かな人間性を育むため、4か月健診時を活
用して絵本の読み聞かせを行い、絵本との
出会いの場を提供するとともに、親子で絵
本に親しむ環境づくりに向けて取り組みを
進める。

絵本と出会う親子ふれあ
い推進事業

継続

保育サービスの質の向上を図ることを目的
として、公立・私立保育所の保育士等を対
象に必要な知識の習得や資質の向上を図る
ための研修を実施する。

継続

事　務　事　業　名

継続

放課後児童健全育成事業

継続

実施・研究 実施

重1-2
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【(4)児童福祉の推進－(3)子育て家庭への支援】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課（旧：児童福祉課） 9,577 9,570 9,570

【(7)子どもが主役のまちづくりの推進－(1)子どもが自ら学び、考え、行動するまちづくり】（単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課 130 130 130

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課（旧：文化交流推進課） 131 130 130

【(7)子どもが主役のまちづくりの推進－(2)子どもがすくすく育つまちづくり】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課（旧：文化交流推進課） 730 730 730

広報なると等で会員募集を行い、
平成１８年度末に１５６人であっ
た会員数が、平成19年度末には
252人と着実に増加している。そ
れに伴い活動件数も820件から
1,331件へと増加している。

計画どおり

9,577

地元の企業を見学し（大塚食品工
場・松浦酒造場・福寿醤油）鳴門
の地場産業の歴史と伝統、技術の
進歩を学び、地場産業のあり方に
ついて考える機会を持つ。またア
ンケートを実施し、子どものまち
づくりに意見を反映した。

計画どおり

127

平成20年度版のびのびパスポート
（小学生用3500部、中学生用
1800部）を作成し、平成20年4
月に全小中学校に配布した。

計画どおり

69

本事業を啓発すると共に利用者増
を図る為、年4回Ｎ＊ＣＡＰの参加
者が利用したほか、「子どものま
ちフェスティバル」には会場まで
臨時便を運行した。19年度の利用
延べ人数は1，302人。

計画どおり

730

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　業　概　要

小学生を対象にして、学校が休みの日に市
営バスを利用して市内を自由に散策し、
様々な体験活動を通じて、自主性・積極性
が育つよう、側面から支援する。

子どもホリデーフリーバ
ス事業

継続

事　務　事　業　名

なると再発見子どもバス
事業

継続

市内の自然・文化・歴史の関係施設見学等
を通じて、鳴門市を再認識してもらうとと
もに、子どもの意見等を行政に反映し、子
どものまちづくりの推進を図る。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

市内において「育児の援助をしたい人」と
「育児の援助を受けたい人」を会員として
登録し、会員間による育児の相互援助活動
を支援することで、より地域における子育
て支援及び仕事と育児の両立等の環境整備
を図る。

のびのびパスポート事業

継続

ファミリーサポートセン
ター事業

子どもたちの健全育成と教育環境の充実の
ため、神戸市及び神戸隣接6市１町、淡路
島3市、鳴門市、徳島市の広域事業とし
て、小中学生を対象に地域内にある教育関
係施設等を無料で開放する「のびのびパス
ポート」を発行する。

重1-1

重1-2

重1-2

重1-2

29



第2章 第2節　すくすく育つ生きがいのある福祉のまちづくり

【(7)子どもが主役のまちづくりの推進－(2)子どもがすくすく育つまちづくり　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課（旧：文化交流推進課） 284 330 330

進捗状況

決算見込み

担当課：公園整備事務所 3,700 3,700

文化のまちづくり条例が施行する
にあたり文化月間中に子どもたち
の文化の関心と文化活動への参加
意欲の向上をはかることを目的に
「なるとＤＥアート・みっけ」を
開催し、ワークショップとシンポ
ジウムを開催した。

計画どおり

274

Ｕ-１０フットサル交流大会・児童
画コンクール・ウチノ海総合公園
鳴門のまつり・子どもフェスティ
バル・季節イベントを実施した。

計画どおり

3,763

体験学習や親子・友だち同士で気軽に参加
できるふれあいイベント、軽スポーツイベ
ントなどの活用を推進する。

鳴門ウチノ海総合公園活
用推進事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

子どものまち宣言の趣旨に沿い、「地域で
子どもを育てる」という視点に立つまちづ
くりを目指して、市民みんなが「子どもの
まちづくり」について考える機会をつく
る。

子どものまちづくり推進
事業

継続

重1-2

重1-3･4-6

重1-2
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第３節　いきいきと暮らせる健康づくり

保健・医療

社会保障

【(1)健康・医療対策の推進－(1)「健康なると21」の策定及び推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：健康企画室 115 110 110

進捗状況

決算見込み

担当課：健康企画室 90 90 90

食のネットワーク会議2回開催、実
務担当者会6回、夏休み親子ヘル
シークッキング教室2回　49人、
食ネット通信2回7,300部、出前
講座3団体77人

計画どおり

88

6回開催　参加者　親子21組

計画どおり

88

(4)制度に対する理解度向上

(1)加入勧奨

継続

(2)国民健康保険の推進

(1)健康・医療対策の推進

(4)国民年金制度の推進

(3)介護保険制度の円滑な実施

【政策】 【基本事業】【施策】

(3)健康相談機能の充実

(2)医療費適正化の推進
(3)保健事業の拡充

(1)「健康なると21」の策定及び推進

(1)健全財政の確立

(2)健康意識の高揚と保健予防活動の充実

(4)医療の充実

(1)安心できる介護支援づくり

(4)医療保険制度の改正

(2)地域で支えあう体制づくり

継続

(2)年金相談の充実

(3)生きがい・健康づくり

事　務　事　業　名 事　業　概　要

親子で体を動かすことの楽しさや大切さを
学んで、生活習慣病の要因である肥満を幼
児期から予防するため、親子体操教室を開
催する。

食ネットワーク事業

親子体操教室開催事業

教育・福祉・保健の関係機関が連携する
「食のネットワーク会議」を活用し、市民
の健康増進や生活習慣病予防のため、乳幼
児期から適正な生活習慣を 身につけること
ができるよう、「食」を通じて健康づくり
を支援する。

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り

重2-1

重2-1
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【(1)健康・医療対策の推進－(2)健康意識の高揚と保健予防活動の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：健康企画室 570 570 570

進捗状況

決算見込み

担当課：健康企画室 164 － 170

【(1)健康・医療対策の推進－(3)健康相談機能の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：健康企画室 147 140 140

【(2)国民健康保険の推進－(1)健全財政の確立】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：保険課 10,156 10,000 10,000
7,094

対象者　409人　受診者　158人
受診率　38.3%

計画どおり

322

マタニティマーク配布数：406個

計画どおり

164

嘱託収納員4月～12月は３人、1
月から2人増員し、５人体制で取り
組んだ。また、文書催告、電話等
による催告回数も増やした。

お元気 SUN ROOM 運
営事業

虫歯予防の意識付けのため、1歳6か月期
での歯科検診後に、希望幼児に対しフッ化
物の塗布を行う。

開催　246日
利用延人員　3,516人

計画どおり

235

計画どおり

継続

継続

実施

事　務　事　業　名 事　業　概　要

保険料収納率の向上のため、嘱託収納員に
よる定期的な臨戸徴収などさまざまな対策
を進める。

国民健康保険料収納率向
上特別対策事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

マタニティマーク普及事
業

妊婦に対する市民の思いやりや、妊婦の健
やかなマタニティーライフのための生活環
境を確保ができるようマタニティマークの
普及啓発を図る。

フッ化物塗布推進事業

広く市民の健康についての相談窓口として
常設し、乳幼児から高齢者までの健康や食
事に対する悩み相談を受け、市民の健康増
進に努める。

継続

継続

重2-2
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【(3)介護保険制度の円滑な実施－(1)安心できる介護支援づくり】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：介護保険課 104,087 147,210 －

（介護予防事業）
・各種教室350人×50週、その他
（包括的支援事業及び任意事業）
・地域包括支援センター円滑運営
・介護給付費適性化
・介護相談員派遣事業、その他
→高齢者の健康増進、介護予防の成果、財
政健全化、要介護認定・給付の適性化成果

（介護予防事業）地域包括支援センターが
介護予防支援に特化し、特定高齢者把握及
び介護予防事業が不充分であった。
（包括的支援事業及び任意事業）上記理由
から、特定高齢者介護予防支援、出来高分
委託料に執行残が出た。
・地域包括支援センターに追加人員配置な
どの対策が困難であった。等

未達成

70,976

地域支援事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

実施 継続

高齢になっても一人ひとりの市民が地域に
おいて自立して日常生活が営めるよう介護
予防事業等の地域支援事業を実施する。

新
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第3章 第1節　循環型の地域環境づくり

第３章　安全と安心に包まれた快適な環境のまちづくり
第１節　循環型の地域環境づくり

環境

環境衛生

【(1)自然環境の保全と環境整備－(1)環境づくりに向けた推進システムの構築】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課・学校教育課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課 5,269 670 670

施設名の公募と動植物写真コン
クールを実施。平成20年3月にリ
サイクルプラザ環境学習館の運営
を開始した。また、動植物写真コ
ンクール入選作品の展示やごみ減
量、リサイクル、環境学習に関す
る展示を実施。

計画どおり

2,896

実施に向け調査研究を行うととも
に環境政策課ほか関係機関と協議
を行った。

具体的な実施方法等については環
境政策課ほか関係機関との継続し
た協議が必要である。

未達成

－

(3)クリーンセンターの建設促進

(1)自然環境の保全と環境整備

(4)最終処分場の確保

(3)持続可能で環境にやさしいまちづくり
の推進

(1)循環型社会形成への取り組み

【政策】 【基本事業】

(2)自然と共生できる循環型社会づく
りの推進

(1)し尿処理施設の適正管理

【施策】

(2)適正処理の推進

(2)合併処理浄化槽の設置促進
(3)浄化槽の適正管理
(4)し尿収集業務の見直し

(3)し尿の適正な処理の推進による良
好な水環境づくり

(1)環境づくりに向けた推進システムの構築
(2)生存基盤としての自然の保全と活用

事　務　事　業　名

リサイクルプラザ啓発活
用事業

「なると環境スクール」
認定事業

事　業　概　要

平成20年3月から稼働予定のリサイクルプ
ラザの周知に努めるとともに、自然観察・
環境学習の機会を作り、ごみ減量、環境問
題に関する啓発を図る。

市内の小中学校を対象に、環境にやさしい
学校づくりに向けたシステムを構築してい
る学校を「なると環境スクール」として認
定し、子どもたちの環境教育を進め、自然
環境やごみ問題等について正しく理解し、
高い環境意識を持つ人材の育成を図る。 検討協議

継続実施

循
環
型
の
地
域
環
境
づ
く
り

重3-5

重3-5新

34



第3章 第1節　循環型の地域環境づくり

【(1)自然環境の保全と環境整備－(3)持続可能で環境にやさしいまちづくりの推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課 3,000 46,200 －

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課 1,217 1,550 1,880

【(2)自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(1)循環型社会形成への取り組み】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課 8,176 8,100 8,170

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課 34,972 34,970 34,970

市内各地区に廃棄物減量等推進員
を配置し、市民の分別指導、啓発
を行った。また、廃棄物減量等推
進員会議を4回開催し、推進員を通
じて地域におけるごみ減量・リ
ユース・リサイクルをお願いし
た。

計画どおり

8,110

回収量
可燃系（紙類）3,324ｔ
不燃系　　　　　332ｔ
合　計　　　　3,656ｔ

計画どおり

29,303

川東公民館・大津中央公民館・趣
味の作業室の3ヶ所にＥＭ培養装置
を設置し、培養には地元の自治振
興会等の協力を得て、培養された
ＥＭ活性液を地域への配布や水路
への放流するなどの活動に使用し
た。

計画どおり

882

基本計画事業に基づき、北側ビオ
トープの実施計画設計業務を行っ
た。

計画どおり

2,625

事　務　事　業　名

継続

分別収集対策事業

事　務　事　業　名

資源ごみ対策事業
報奨金制度を有効的に活用し、資源ごみ回
収団体による資源ごみの回収を促進する。

事　業　概　要

廃棄物減量等推進員を配置し、地域におけ
るごみ減量を推進する。

「フクロウと子どもたち
の森」づくり推進事業

継続

瀬戸町浦代の森を人と自然の共生空間とし
て、クリーンセンター施設及びその周辺で
子どもたちや市民が憩える場づくりを進め
る。

実施

生活雑排水等により汚濁の進んでいる身近
な水路の再生のため、ＥＭを活用した環境
改善に取り組む。

ＥＭ活用水域環境改善・
浄化対策事業

事　業　概　要

継続

継続

重1-3

重3-3

重3-3
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第3章 第1節　循環型の地域環境づくり

【(2)自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(1)循環型社会形成への取り組み　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課 4,556 4,570 4,570

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課 40,891 40,870 40,870

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課 813 1,200 950

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課 460 460

小学4年生を対象に社会科副読本の
配布とポスターコンクールを実
施。広報別冊「市民とゴミ特集
号」を配布した。

計画どおり

1,017

エコファミリー登録世帯数
783世帯

計画どおり

460

平成19年度生ごみ処理機普及数
電気式生ごみ処理機73機
コンポスト50器
EM密閉容器254器

計画どおり

3,592

ごみ減量、ごみ分別の意識向上促
進のため、各種別のごみ袋の製造
及び販売の委託を行った。

計画どおり

31,584

鳴門市版環境家計簿を作成し、各家庭にお
けるごみ量、エネルギー消費に伴うＣＯ２
排出量の現状を把握してもらうとともに、
目標を設定して減量への取り組みを促進す
る。また、登録世帯を対象に研修、学習会
等を実施する。

鳴門エコファミリー登録
制度事業

生ごみ減量対策事業

事　務　事　業　名

指定ごみ袋事業

ごみ減量啓発事業

事　業　概　要

継続

継続

継続

生ごみ処理機等の設置支援を行うことに
よって、家庭での生ごみ処理を推進し、生
ごみの減量を図る。

継続

指定ごみ袋制度によって、排出者が排出量
に応じた費用を負担することにより、公平
性を図るとともに、ごみ減量の意識、ごみ
分別の意識を高める。

ポスターコンクールの開催、ＰＲ誌の作成
等によりごみ減量の啓発を図る。

重3-3

重3-3

重3-3

重3-5
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第3章 第1節　循環型の地域環境づくり

【(2)自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(2)適正処理の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課 278 270 270

【(2)自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(3)クリーンセンターの建設促進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

『39,015』 『38,666』

担当課：クリーンセンター（旧：クリーンセンター建設推進局） 1,451,872 1,437,119

進捗状況

決算見込み

『300,500』 『300,500』

担当課：クリーンセンター（旧：クリーンセンター建設推進局） 516,576 516,734

【(3)し尿の適正な処理の推進による良好な水環境づくり－(2)合併処理浄化槽の設置促進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

『8,454』 『 8,454 』

担当課：環境政策課 23,573 28,590 28,590 16,446

補助基数
5人槽109基（19基）
6～7人槽79基（26基）
8～10人槽　15基（5基）
計203基(50基）
※「（ ）」内の数値は、うち平成
18年度からの繰越分の数

工事の進捗状況が延び平成19年度
内に設置を完了できなかった浄化
槽があるため。（5人槽12基、6
～7人槽19基　計31基）

未達成

平成16年度から継続事業として進
めてきたリサイクルプラザの建設
をし，竣工した。
　処理能力　　日量２５ｔ
　地下1階・地上5階建て
　延べ床面積　5,085㎡

完了･終了

平成16年度から継続事業として進
めてきた新ごみ焼却施設等の建設
をし，竣工した。
　処理能力　日量70ｔ（35 t×2
炉）
　地上5階建て
　延べ床面積　5,370㎡

完了･終了

黒崎地区に結成され、合計4地区と
なる。

計画どおり

278

合併処理浄化槽設置整備
事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

廃棄物の不適正処理の発見、未然防止のた
め、地域住民による監視体制を組織化し、
不適正処理の監視、行為者及び状況の情報
収集を行う。

周辺環境への十分な配慮と、地域住民の理
解や関係機関等の協力を得ながら、最終発
生物もリサイクル可能となる循環型社会に
適応した新ごみ焼却施設の整備を図る。

周辺環境への十分な配慮と、地域住民の理
解や関係機関等の協力を得ながら、リサイ
クルプラザの整備を図る。

不法投棄監視市民パト
ロールモデル地域事業

継続

クリーンセンター建設事
業

継続

完成

完成

河川・排水路の水質汚濁防止のため、合併
処理浄化槽の整備を計画的に推進する。

リサイクルプラザ整備事
業

重3-4

重3-1

重3-1

重4-8

37



第3章 第2節　いのちを大切にする地域づくり

第２節　いのちを大切にする地域づくり

消防

救急

危機管理・防災

【(1)消防体制の充実－(2)消防力の強化】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 815 150 150

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 25,400 11,400 11,400

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 672 600

消防分団詰所とテレビ鳴門を接続
し、災害対策本部相互間の情報伝
達などが迅速かつ効率よくなり、
効果的に出動が出来るよう整備が
できた。

計画どおり

672

老朽化した消防団の小型ポンプ積
載車および小型ポンプをそれぞれ3
台、消防ポンプ自動車を1台更新し
た。

計画どおり

24,516

女性の特性を生かし、独居老人宅
の防火診断・各種訓練・イベント
等に積極的に参加し、市民の防
火・防災意識の普及啓発に努め
た。また、消防技術の向上を図る
ため、全国女性消防操法大会に出
場した。

計画どおり

722

鳴門市消防団女性消防分
団活動強化事業

消防団ポンプ積載車・小
型動力ポンプ等整備事業

継続

東南海・南海地震の際、同時多発火災の発
生が想定されることから消防団に配備して
いる設備を定期的に更新し、地域の消防力
を強化する。

継続

女性消防団を活用し、独居老人宅の防火診
断、各自治会等での初期消火訓練指導など
を通じ市民への防火意識の高揚・啓発に努
める。

(1)予防対策の推進

【基本事業】

(2)危機管理・防災体制の強化

消防分団詰所とテレビ鳴門を接続すること
により、気象情報・被災情報等を迅速に把
握する。また、消防分団・災害対策本部相
互間の情報伝達をスムーズにし、効率よく
出動する体制を整備する。

消防分団情報伝達整備事
業

【施策】

(2)消防力の強化

(1)救急体制の充実

事　務　事　業　名

(3)防災施設の整備・充実

【政策】

事　業　概　要

(1)消防体制の充実

(3)救急技術の普及活動の充実
(2)救急医療体制の充実

(3)消防広域化推進計画の策定

(2)救急救助・医療体制の充実

(3)災害に強いまちづくりの推進 (1)危機管理・防災意識の高揚

実施 継続
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第3章 第2節　いのちを大切にする地域づくり

【(1)消防体制の充実－(2)消防力の強化　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：警防課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：警防課 － 27,900 34,700

進捗状況

決算見込み

担当課：警防課 500

【(1)消防体制の充実－(3)消防広域化推進計画の策定】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 － － －

平成19年度末までに県は「県消防
広域化推進計画」を策定すること
となっていたが、現在策定作業中
である。

県では「県消防広域化推進計画」
を、現在策定作業中である。

未達成

－

更新時期を延伸したため。

未着手

－

救助艇を配備した。

完了･終了

500

調査研究中

未着手

－

事　業　概　要

高機能消防指令センター
総合整備事業

迅速で正確な救急救助活動を行うため、消
防通信指令システムの再整備を検討する。

事　務　事　業　名

実施

検討継続

継続

池・河川・港湾等で起こる水難事故に対応
するため、救助艇等の整備を行う。また、
潜水隊員の訓練に活用する。

火災・救急救助活動を行うため、本部と大
麻分署に配備している救急車、消防ポンプ
車等を順次更新する。消防緊急車両整備事業

救助艇等整備事業

事　業　概　要

鳴門市消防広域化推進計画に基づき、東南
海・南海地震をはじめとする新たな消防需
要に対応できる消防事業の効率化・広域化
を進める。

消防広域化推進事業

事　務　事　業　名

継続

重8-7

重8-7

新

新
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【(2)救急救助・医療体制の充実－(1)救急体制の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：警防課 2,428 5,730 2,860

【(3)災害に強いまちづくりの推進－(1)危機管理・防災意識の高揚】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 422 400 400

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 8,005 8,000 8,000

【(3)災害に強いまちづくりの推進－(2)危機管理・防災体制の強化】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：秘書広報課 4,541 4,540 4,540

7月、室戸岬沖を東進する台風4号
により本県が暴風圏内になったと
き、ＣＡＴＶ災害情報提供システ
ムにより、市民に文字や音声、映
像等による災害情報を提供した。

計画どおり

4,541

東南海・南海地震時に予測される
津波に対して、広く市民に啓発出
来るよう津波表示ステッカーを作
成した。津波及び洪水ハザード
マップの原案をHPや公民館等で公
開し、市民の意見募集を行った。

計画どおり

503

小海地区急傾斜地崩壊対策工事
室地区急傾斜地崩壊対策工事

計画どおり

6,005

救急救命士1人養成した。

計画どおり

2,328

救急患者の救命率の向上と救急医療の高度
化を推進するため、救急救命士を計画的に
養成する。救急救命士養成事業

継続

継続

ＣＡＴＶ災害情報提供シ
ステム推進事業

東南海・南海地震や台風などによる風水害
に関する普及啓発活動を行うとともに、各
種ハザードマップを作成し、地震や風水害
時の防災活動や地震発生時の対応について
周知徹底を図る。

地震等災害対策普及啓発
事業

事　業　概　要

土砂災害が発生するおそれのある危険な箇
所について、緊急性の高いものから対策工
事を順次行う。

継続

事　業　概　要

災害時、ＣＡＴＶ災害情報提供システムに
より、市民に文字や音声、映像による災害
情報を提供する。さらに、国土交通省によ
り構築される情報共有ネットワークによる
映像等についても活用を進める。

継続

事　務　事　業　名

急傾斜地崩壊対策事業

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重8-7

重8-1

重8-6

重7-2･8-3
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【(3)災害に強いまちづくりの推進－(2)危機管理・防災体制の強化　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課・警防課 1,268 2,570 2,570

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 － －

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 800

進捗状況

決算見込み

担当課：警防課 33 50 100

【(3)災害に強いまちづくりの推進－(3)防災施設の整備・充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課・その他関係課 1,324 1,340

「鳴門市危機管理指針」を周知
し、各課へマニュアルを作成する
よう要望した。

　

計画どおり

－

徳島大学と共同研究を行い、お互
いのデータ等の交換・分析を行う
とともに、津波及び洪水ハザード
マップの原案を作成した。

完了･終了

800

救助隊の訓練参加要請がなかった
ため今年度は実施しなかった。

計画どおり

0

自主防災会に対し、活動を支援するた
め、「鳴門市自主防災組織活動推進事
業助成金交付要綱」により活動に対す
る補助金を交付した。また、黒崎地区
自主防災会に対しては、自主防災組織
育成助成金（コミュニティ助成事業）
を交付した。

計画どおり

2,578

備蓄食糧（アルファ米）を購入し、大
津・黒崎・桑島の各支部へ配布した。
所持していた毛布にアルミパック加工
を施し、各避難所に追加配備した。各
支部へ配備する災害時用ラジオライト
を購入した。本部用にアルファ米、粉
ミルク、災害時用飲料水袋を購入し
た。

計画どおり

1,456

大規模災害発生時に、自主防災組織が地域
の救助活動や避難誘導等の初期防災活動を
行うことにより、被害を少なく抑えること
ができるため、市民の危機意識の向上を図
りながら、自主防災組織の結成促進や結成
後の活動の支援、防災訓練を行う。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

東南海・南海地震や台風などによる風水害
に備え、災害緊急対策として必要な資機材
の整備充実を図るとともに、市民が避難所
で安心できるよう施設の環境等の整備を推
進する。

継続

全庁的・総合的な危機管理防災体制の確立
に向け、東南海・南海地震や風水害などの
大規模災害に対する計画の策定や危機管理
マニュアルを整備する。

継続

継続

地域防災対策徳島大学連
携事業

徳島大学との共同研究により鳴門市地域防
災計画を見直し実践的な防災対策を推進す
るとともに、各種ハザードマップの原案を
作成する。

事　務　事　業　名

災害緊急整備事業（5ヵ
年）

継続

継続

広域応援協定に基づく防災訓練に参加し、
災害発生に備えた相互応援体制を強化す
る。

広域応援体制整備・強化
事業

事　業　概　要

自主防災組織結成・活動
促進事業

危機管理･防災マニュアル
整備事業

重8-1

重8-2

重8-2

重8-4

重8-2
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【(3)災害に強いまちづくりの推進－(3)防災施設の整備・充実　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課・その他関係課 300 18,500 965,000

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 2,500 － －

進捗状況

決算見込み

担当課：競艇管理課 － － －

計画どおり

0

耐震予備診断で一部耐震補強の必
要性などを指摘されており、特に
早期対応が必要とされた部分につ
いて対策を検討した。

施設全体が老朽化していることか
ら、全体的な改良や施設を維持し
ていくための方法を検討している
が、厳しい経営状況下で結論を導
き出せていない。

未達成

－

庁舎等の施設の現状と今後の計画
について協議を行い、次年度から
消防庁舎の耐震事業を優先的に推
進することとした。

耐震補強対象市内7橋について、耐
震診断を行った。

計画どおり

2,100

道路橋梁耐震化事業

東南海・南海地震に備え、防災拠点施設と
なる公共施設について、緊急に整備すべき
施設から年次的、計画的に耐震化を進め
る。

公共施設等耐震化事業

継続

継続

近い将来発生すると予想される東南海・南
海地震に対応すべく、広域避難場所及び避
難場所への避難路に架かる10橋の耐震補
強を行う。

競艇場施設の耐震予備診断結果等により必
要とされる施設の改良や耐震化の検討を進
める。競艇場施設耐震化事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重8-5

重8-5

重8-5
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第３節　安心に包まれた暮らしづくり

交通安全

防犯

消費生活

火葬場

墓地

【(1)交通安全対策の充実－(2)交通環境の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 － 5,700

JR四国と協議を行い、整備する踏
切の選定をした。

計画どおり

－

(4)火葬場の適切な運営

(4)環境問題への意識高揚

(2)交通環境の整備
(3)交通事故被害者の救済

(2)犯罪のない安全なまちづくりの推進

(1)交通安全対策の充実

【施策】【政策】 【基本事業】

(1)交通安全意識の高揚

踏切保安設備整備事業

(3)消費者への啓発の推進

(1)火葬場施設の整備

(1)市有墓地の管理

(2)業務運営の改善と来所者サービスの向上

(3)消費者の自立と保護

(1)防犯対策の推進

(1)消費生活センターの充実

実施

交通事故の防止及び交通の円滑化を図るた
め、ＪＲ四国が行う踏切保安設備が整備さ
れていない踏切の改良に対し支援する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

(5)市有墓地の適切な管理

(2)消費者保護の推進

安
心
に
包
ま
れ
た
暮
ら
し
づ
く
り
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【(2)犯罪のない安全なまちづくりの推進－(1)防犯対策の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 315 310 310

進捗状況

決算見込み

担当課：青少年センター 151 760 320

【(4)火葬場の適切な運営－(1)火葬場施設の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

『49,545』 『49,545』

担当課：クリーンセンター（旧：衛生センター） 225,300 224,925

火葬場の大規模改修を行い平成19
年10月から稼動した。

完了･終了

青少年補導員に帽子及び防犯ホ
イッスルを配付した。また、子ど
もたちの悩み等に対応するフリー
ダイヤルの啓発用リーフレットを
作成し、市内幼少中高全員に配布
した。

計画どおり

154

FM徳島から市内の小学1年生に対
し、防犯ブザーが寄贈されたた
め、市として配布は行わなかっ
た。

計画どおり

0

児童犯罪への対策として有効とされる防犯
ブザーを市内小学生に配布する。

事　務　事　業　名

防犯ブザー配布事業

青少年健全育成・子ども
の安全確保推進事業

継続

事　業　概　要

老朽化した火葬炉の更新、耐震整備を行う
とともに市民サービスの向上を図る。

鳴門市青少年補導員をはじめスクールガー
ドなどの協力のもと、犯罪から子どもたち
を守り安全で安心して学び遊べる地域づく
りを推進する。

実施 継続

火葬場改修整備事業

事　業　概　要事　務　事　業　名

完了

重3-6

新
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第4章 第1節　たくましい個性あふれるひとづくり

第４章　郷土を愛し思いやりに満ちた次代を担うひとづくり
第１節　たくましい個性あふれるひとづくり

学校教育

大学連携

生涯学習

図書館

スポーツ・レクリエーション

(2)教育環境の充実

(1)教育環境の整備

(6)二学期制の導入
(7)幼稚園の再配置

(4)大学連携の推進

(4)開かれた学校づくり
(5)学校給食の充実

(7)生涯スポーツの振興

(6)市民参加の図書館運営の推進

(2)学校教育における連携

(1)図書館活動の推進

(5)生涯学習の推進と青少年の健全育成

(3)青少年健全育成の推進

(1)教育内容の充実

(1)幼稚園教育の充実

(2)義務教育の充実

(3)高等学校教育の充実

(2)教育内容の充実

(1)教育内容の充実

(3)子育て支援の充実
(4)地域・校種間の連携の強化
(5)教員の資質向上と適正な教員数の配置

(3)二学期制の導入

【政策】 【基本事業】

(1)スポーツ施設の整備
(2)スポーツ活動の推進

(2)教育環境の充実

(1)地域社会における連携

(1)学習活動の推進
(2)公民館活動の推進

【施策】

た
く
ま
し
い
個
性
あ
ふ
れ
る
ひ
と
づ
く
り
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第4章 第1節　たくましい個性あふれるひとづくり

（単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育改革推進室（旧：教育振興室） 720

【(1)幼稚園教育の充実－(2)教育環境の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 1,600 － －

【(1)幼稚園教育の充実－(3)子育て支援の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：学校教育課 24,729 24,720 24,720

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

幼稚園での保育終了後、家庭での保育が困
難な園児を対象に、幼稚園施設を開放して
午後保育（預かり保育）を実施する。

午後保育（預かり保育）
事業

教育振興計画策定事業

継続

耐震化優先度調査を行い、その結果を踏ま
え平成19年度に策定される教育振興計画
との整合性を図り、鳴門市学校施設耐震化
推進計画を策定し、学校施設の耐震化を継
続的に実施する。

幼稚園施設耐震化推進事
業

本市の教育を見直し、新しい時代にふさわ
しい教育のあり方を構築するため、鳴門市
教育振興計画を策定する。

継続

実施 継続

本市の教育改革を推進するため、
鳴門市教育振興計画を策定。

完了･終了

402

計画どおり

1,502

12幼稚園で、幼稚園施設を開放し
て午後保育（預かり保育）を実施
した。全体の幼稚園児数に対する
利用率は49.3％であった。また、
4幼稚園で土曜日の保育を行った。

計画どおり

24,607

幼稚園園舎の耐震化優先度調査を
実施した。（14園15棟）

重6-1

重6-2･8-5新

重1-2
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【(2)義務教育の充実－(1)教育環境の整備】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 10,000 10,000 10,000

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 － － －

【(2)義務教育の充実－(2)教育内容の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 339 330 330

進捗状況

決算見込み

担当課：教育研究所 11,639 15,769 20,508

継続

外国青年招致事業（再掲
あり）

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名 事　業　概　要

学校防犯施設整備事業

学校防犯・不審者対策として、各学校
（幼・小・中）に緊急通報インターホンの
設置や門扉・フェンス等の整備を行う。

耐震化優先度調査の結果を踏まえ平成19
年度に策定される教育振興計画との整合性
を図り、鳴門市学校施設耐震化推進計画を
策定し、学校施設の耐震化を継続的に実施
する。

国際化社会への対応がますます求められて
いるなか、学校における英語教育ならびに
国際理解教育の充実を図る。

継続

継続

継続

小学校施設耐震化推進事
業

中学校施設耐震化推進事
業

耐震化優先度調査の結果を踏まえ平成19
年度に策定される教育振興計画との整合性
を図り、鳴門市学校施設耐震化推進計画を
策定し、学校施設の耐震化を継続的に実施
する。

継続

事　業　概　要

学校の給食残滓のリサイクルを実施し、学
校から排出される生ごみを減量するととも
に、生ごみの堆肥化を通じ児童生徒の環境
教育を推進する。

学校におけるごみの減
量・リサイクル推進事業

耐震化優先度調査の結果等を踏ま
え、耐震化推進計画策定のための
検討を行った。

計画どおり

－

門扉・フェンスの改修工事を行う
とともに、防犯灯については幼稚
園７園に設置した。

計画どおり

10,860

中学校1校1分校、小学校17校で
実施した。

計画どおり

297

耐震化優先度調査の結果等を踏ま
え、耐震化推進計画策定のための
検討を行った。

計画どおり

－

3人の英語指導助手を市内小・中・
高に派遣し、英語教育・国際理解
教育の充実を図った。

計画どおり

11,421

重6-2

重6-2･8-5

重3-3

重6-2･8-5
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【(2)義務教育の充実－(5)学校給食の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 50 50 50

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 － － －

【(3)高等学校教育の充実－(1)教育内容の充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：鳴門工業高校 300 300 300

進捗状況

決算見込み

担当課：教育研究所 11,639 15,769 20,508

外国青年招致事業（再掲
あり）

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名

地産地消の観点から、学校教育の教科学習
や調理実習での地場産品の学習をおこなう
とともに、地域の特産物を使った学校給食
の推進を図り、食を通じて地域に根ざした
教育の実践に努める。

地場産品の活用と食育の
推進事業

学校給食のセンター化事
業

継続

事　業　概　要

継続

国際化社会への対応がますます求められて
いるなか、学校における英語教育ならびに
国際理解教育の充実を図る。

豊かな人間性や社会性をはぐくむための体
験学習などを推進する。豊かな体験活動事業

継続

給食施設の老朽化、衛生管理面など、様々
な課題に対応するため、市内全体の学校給
食を共同調理方式（センター方式）を基本
に検討、推進する。

教育振興計画実施計画の中で、市
内の学校給食全体の方向性を明確
に位置づけた。①幼稚園、小・中
学校の完全学校給食を継続実施。
②市内の学校給食をセンター調理
方式を基本として推進。

計画どおり

－

自校調理場・給食センターにおい
て、給食の食材購入時に地場産品
の活用を指導した。各学校の栄養
士や調理員を対象として、地場産
品を活用した学校給食用献立をづ
くり開催した。

計画どおり

50

3人の英語指導助手を市内小・中・
高に派遣し、英語教育・国際理解
教育の充実を図った。

計画どおり

11,421

1年生は企業・大学の見学や受講体
験を通して職業観を身につけ、将
来の進路を選択できる能力等を育
成した。　　　　　　　　　　　2
年生はコース制の特徴を生かし、
小学校への出前講座を実施して交
流を図った。

計画どおり

300

重5-5

重6-2
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【(4)大学連携の推進－(1)地域社会における連携】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課（旧：文化交流推進課） － － －

【(4)大学連携の推進－(2)学校教育における連携】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：学校教育課 － － －

【(5)生涯学習の推進と青少年の健全育成－(1)学習活動の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 675 670 670

【(5)生涯学習の推進と青少年の健全育成－(2)公民館活動の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 23,192 23,190 23,190

地域文化財教育活用プロ
ジェクト

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名 事　業　概　要

地域のニーズ・実情に添いながら、これま
で以上に地域との協働による公民館運営を
進め、弾力的で独自性を生かした活動を展
開する。

公民館活用推進事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

鳴門教育大学・大塚国際美術館・本市が連
携し、地域の文化施設を活かした、子ども
に豊かな文化体験学習の機会を提供する。

継続

事　業　概　要

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

教員を志望する大学生及び大学院生を対象
に、教育実践力の向上を促進するため、教
育現場（幼・小・中学校）における研修の
機会を提供する。

インターンシップ事業

各種学級（女性・成人・
高齢者学級）開設事業

継続

学習内容の充実や学習方法の改善を図ると
ともに、各種学級の自主的かつ主体的な活
動を促進し、魅力ある学習内容の充実に努
める。

継続

－

来年度教員採用試験に合格した学
部4年生・大学院生等を対象に、市
内幼稚園・小学校・中学校におい
て、教員インターンシップを実施
した。参加人数は29人。

計画どおり

子ども達が芸術と出会い、発見す
る楽しさを体感することを目的と
して大塚美術館でN*CAPを4回実
施し、延べ185人が参加をし、芸
術を感じた。

計画どおり

－

平成18年度に引き続き、社会教育指導
員1人を公民館や集会所で開催する各
種学級（女性・成人・高齢者学級）の
コーディネーターとして、学級を開設
した。学習内容は、でき得る限り学級
生のニーズに合うように努めた。ま
た、学級運営は、学級長のもと、自主
運営でおこなった。

計画どおり

555

計画どおり

24,722

各公民館において、地域性を生か
した特色ある運営が進められ、地
域住民との協働による公民館運営
が行われてきた。

重6-8

重6-8

重6-4

重6-4
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【(5)生涯学習の推進と青少年の健全育成－(3)青少年健全育成の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 7,568 7,560 7,560

【(6)市民参加の図書館運営の推進－(1)図書館活動の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課・図書館 5,950 5,950 5,950

【(7)生涯スポーツの振興－(2)スポーツ活動の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 100 100 100

進捗状況

決算見込み

担当課：体育振興室 515 510 510

ＮＰＯ法人との協働によ
る図書館運営事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

放課後子ども教室推進事
業

事　務　事　業　名

主に小学生の子どもを対象として、安全・
安心な子どもの活動拠点（居場所）を設
け、地域の方々の参画を得て、子どもたち
と共に勉強やスポーツ、地域住民との交流
活動等の取り組みを推進する。

事　業　概　要

図書館業務の一部委託等、ＮＰＯ法人との
協働による図書館運営を充実させ、開館時
間延長など利用者へのサービスの向上を図
る。

継続

実施 継続

継続

継続

事　務　事　業　名

徳島ヴォルティスホーム
タウン連携事業

事　業　概　要

各種体育行事に対する支援を行うことによ
り、児童生徒に競技スポーツを体験する機
会を提供し、学校体育の振興と青少年の健
全育成を図る。

徳島ヴォルティスホームタウンの自治体が
連携して、チームへの支援策等を検討しイ
ベントや周知・集客事業を展開する。

体育行事支援事業

体育行事(スポーツ少年団、小・中
学校）事業は計画どおり実施する
とともに、各種競技大会等の支援
に努めた。

計画どおり

495

市内の小学校全員にアンケートを
とり実態調査を行う。校長会等で
放課後子ども教室の説明をする。
また、平成18年度まで行ってきた
地域子ども教室の運営委員に働き
かけ5校が実施。新規の校区は2校
実施。

計画どおり

6,259

徳島ヴォルティスホームタウン協
議会加盟市町と連携し、イベント
出展やＰＲ事業として市民デーを
行い、ホームゲームへの集客増を
図った。

計画どおり

100

図書館業務委託においては、カウ
ンター業務支援をはじめ月末館内
整理等予定通りできた。また、
NPO法人のボランティア活動も充
実していた。

計画どおり

5,950

重1-2

重6-4

重6-4
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【(7)生涯スポーツの振興－(2)スポーツ活動の推進　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：体育振興室 1,311 1,310 1,310

進捗状況

決算見込み

担当課：体育振興室 104 500 200

競技力向上対策支援事業

継続

総合型地域スポーツクラ
ブ設立促進事業

継続

鳴門市体育協会を母体とし、競技人口の増
大を推進するとともに指導者の育成・有能
な選手の発掘及び競技力の向上等を図る。

生涯スポーツ社会の実現を目指して、誰も
が気軽に参加できる住民主体の総合型地域
スポーツクラブの育成を促進する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

各競技団体において、市民体育
祭、各種競技大会、スポーツ教室
等を積極的に開催し、有能な選手
の発掘、強化育成を図りながら本
市における競技力の向上及び競技
人口の拡大に努めた。

計画どおり

1,311

鳴門市体育指導委員会・ＮＰＯ法
人ＯＨなると・体育協会関係者等
が鳴門市総合型地域スポーツクラ
ブ準備委員会を設立し、スポーツ
競技と健康教室を合わせて14種目
を提供している。その活動拠点を
提供するなど支援に努めた。

計画どおり

0

重6-4

重6-4
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第２節　文化にふれあう感性豊かなひとづくり

文化振興

国際・国内交流

【(1)暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進－(1)施設の事業充実】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化会館 1,977 1,970 1,970

【(1)暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進－(2)文化・芸術活動の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 1,300 1,000 1,000

【施策】【政策】 【基本事業】

(3)交流の情報推進
(2)交流のものづくり

(3)鳴門市史の編さん

(1)暮らしの中で文化と創造が息づく
まちづくりの推進

(2)文化財の保護と活用

(3)国際・国内交流の推進

(1)施設の事業充実

事　務　事　業　名 事　業　概　要

文化振興事業

文化会館活性化事業

(2)文化・芸術活動の推進

(1)文化財の保護と活用

(1)交流のひとづくり

事　務　事　業　名

継続

鳴門市芸術祭の開催など、市民が文化・芸
術に親しむことのできる機会の拡充を図る
とともに、市民が主体的に参加する個性的
な地域文化の創造を促進する。

ベートーヴェンの第九交響曲「日本初演の
地」という歴史的背景を活かして第九演奏
会を開催し、まちづくり・観光情報として
全国に発信するとともに、文化会館の多面
的利用を推進する。

継続

事　業　概　要

鳴門市芸術祭を開催したほか、
「鳴門市文化のまちづくり基本計
画」を策定した。

鳴門市制60周年記念・文化会館落成
25周年を記念して①第26回ベートー
ヴェン「第九」交響曲演奏会を開催し
た。その他に②日本著権協会との共催
で「少年少女のための音楽鑑賞会」を
実施。③ＮＨＫの協力を得て「ＮＨＫ
のど自慢」を実施。④鳴門市芸能祭の
４本を自主事業として実施した。

計画どおり

1,800

計画どおり

1,150

文
化
に
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第4章 第2節　文化にふれあう感性豊かなひとづくり

【(1)暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進－(2)文化・芸術活動の推進　続き】（単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 15,500

【(2)文化財の保護と活用－(1)文化財の保護と活用】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 10,990 20,000 20,000

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 2,210 2,240 2,240

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 1,000 1,000 1,000

歴史上また学術上価値が高く国指定史跡の
指定候補の古墳を中心に、県と協調して環
境整備及び調査活動を行う。

事　業　概　要

事　業　概　要

板東俘虜収容所整備活用
事業

第22回国民文化祭とくし
ま2007開催事業

福永家住宅・塩田保存活
用事業

鳴門板野古墳群整備活用
事業

市域内出土収集文化財活
用事業

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名

継続

継続

実施

国指定重要文化財に指定されて30年が経
過しているが、劣化が著しく、その保護管
理を進めるための環境整備を行う。

継続

日本の近代史上高い価値を有する当収容所
跡について、学術的な価値を調査し、史跡
として評価することで国指定史跡化と整備
を目指す。

平成19年度に徳島県で開催される第22回
国民文化祭の開催を通じて地域文化の振興
や文化・芸術活動の推進を図る。

市内で生産・使用された民俗資料及び埋蔵
文化財出土資料について、今後これらの資
料を一般に公開ができる施設と利用方法を
具体的に検討し、展示施設を開設する。

継続

第２2回国民文化祭事業のうち、鳴
門市主催で次の事業を実施した。
10月27日～28日 大茶会
10月28日 「第九」フェスティバ
ル
11月3日 洋舞フェスティバル

完了･終了

12,226

鳴門板野古墳群を構成する萩原２
号墓について、墳丘西側斜面の測
量踏査を実施し、墳丘裾部の確認
と、他の埋葬施設の有無を確認す
る作業を実施した

計画どおり

810

福永家住宅の円滑な保存管理を進
めるために、所有者から指定物件
の買い上げ交渉を実施した。

事業期間内に所有者側の意見が集約でき
ず、譲渡体制が整わなかったため、買い
上げ事業を達成できなかった。このた
め、年度内から、指定建物のうち塩の生
産に関する建物について、譲渡が行える
よう関係者と調整を進めている。

未達成

0

所蔵する資料について、展示会の
開催や出前講座による資料活用、
他機関への貸出しを行った。公開
施設について具体的な検討には至
らなかった。

計画どおり

－

収容所内に残る、兵舎基礎の構造
確認と、製パン所及び慰霊碑前面
の石垣の発掘調査を実施し、構
造・規模を確認した。調査によ
り、当時ドイツ兵が建設した遺構
が、想定以上に残っていることが
判明した。

計画どおり

2,400

重6-7
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第4章 第2節　文化にふれあう感性豊かなひとづくり

【(3)国際・国内交流の推進－(1)交流のひとづくり】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 20 300 300

【(3)国際・国内交流の推進－(2)交流のものづくり】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 1,000 1,000 1,000

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

交流活動の活発化を目的とする市民・民間
団体が主体となった協議会を中心に、歴史
に培われた文化を基盤とした姉妹都市や親
善都市との交流により、市民主導の交流の
まちづくりを目指す。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

国際・国内交流推進事業

日独国際交流の中核施設としての活性化を
図るため、ドイチェスフェストを開催する
などして積極的に国内外への情報発信を行
う。

ドイツ館活性化事業

継続

10月7日、ドイツ館においてドイチェ
ス・フェストを開催した。本年度は、
会津若松市による物産展を実施するな
ど交流事業の進展を図った。

計画どおり

1,000

中国青島市において、日独中の３
市民による「第九」合同演奏会、
シンポジウムを開催するなど、市
民主体による交流が図られた。

計画どおり

0

重6-5

重6-5
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第5章 第1節　市民と協働する開かれたまちづくり

第５章　市民と歩むまちを支える行財政の仕組みづくり
第１節　市民と協働する開かれたまちづくり

市民参画

【(1)開かれた行政と市民参画の推進－(1)開かれた行政と市民参画の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 759 700 700

進捗状況

決算見込み

担当課：秘書広報課 7,209 7,240 7,270

進捗状況

決算見込み

担当課：市民活動推進課（旧：秘書広報課） － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課 1,166 1,160 1,160

市民ニーズを的確に捉えて迅速に政策に反
映させるため、自治振興会などへ定期的に
市長が出向く「出前市長室」を開設する。出前市長室事業

一層読みやすい「広報なると」の紙面作り
として、掲載内容などを検討し広報紙の充
実を図る。

【施策】【政策】 【基本事業】

(1)開かれた行政と市民参画の推進(1)開かれた行政と市民参
画の推進

「広報なると」発行事業

継続

事　業　概　要事　務　事　業　名

ファイリングシステムを活用し、守るべき
情報は守り、市政に関する情報は積極的に
公表し、行政の説明責任を十分に果たし
て、公正の確保と透明性の向上を図る。

情報公開・個人情報保護
事務

継続

総合計画の推進を図るためのツールとして
行政評価システムを導入し、各事業の再点
検を行い、限りある財源の中で効果的・効
率的な行政運営を推進する。

行政評価推進事業

計画どおり

939

広報出前市長室のコーナーを新設
したり、市民の活動を多く掲載し
たり、レイアウトを工夫するな
ど、一層親しみのある読みやすい
紙面作りを行った。

計画どおり

実施 継続

情報公開条例、個人情報保護条例
に基づき適正な手続に務め、情報
公開については44件、個人情報は
簡易開示を含む35件の請求に対
し、開示等を行った。また、廃棄
文書の適切な処理、書庫の整備等
に取り組んだ。

継続

職員を対象とした行政評価研修を
実施するとともに、総合計画実施
計画などから選定した123事業の
事務事業評価を行い公表した。

計画どおり

1,162

6,564

市民ニーズを的確に捉えて迅速に
政策に反映させるため、5地区で
「出前市長室」を開催した。

計画どおり

－

市民と協働する開かれた
まちづくり

重9-1

重9-1

重9-1
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第5章 第1節　市民と協働する開かれたまちづくり

【(1)開かれた行政と市民参画の推進－(1)開かれた行政と市民参画の推進　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：議会事務局 1,472 1,892 1,892

本市の特性を活かした構造改革特別区域制
度の導入及び地域再生について調査・研究
を行うとともに、可能なものについては申
請を行う。

特区・地域再生制度活用
研究事業

議会映像配信事業

鳴門市自治基本条例制定
事業

市民との協働のまちづくりを一層推進し、
本市におけるまちづくりの基本理念・原則
を明らかにするため、自治基本条例を制定
する。

広域連携調査研究事業

市民サービスの向上や効率化の観点から、
広域行政、市町村合併についての調査・研
究を進める。

調査･研究

継続

事例を調査・研究し、庁内協議を
行った。

計画どおり

－

平成19年10月に策定された「徳
島県における自主的な市町村の合
併の推進に関する構想」や近隣市
町村の動向について調査研究を進
めた。

計画どおり

－

インターネット配信のための施設
整備を完了し、9月5日に開会した
第3回定例会から、配信を開始し
た。

完了･終了

1,024

先進地の事例などの調査研究を行
うとともに、広報なるとを通じて
自治基本条例について広く市民に
周知を行った。

計画どおり

－

事　務　事　業　名 事　業　概　要

インターネットによる市議会本会議等の映
像が配信できる環境を整備する。

実施 継続

継続

重9-1

重9-1
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第5章 第2節　時代を拓く行財政のシステムづくり

第２節　時代を拓く行財政のシステムづくり

行財政運営

【(1)効率的・効果的な行財政運営の推進－(1)財政の健全化】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：財政課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：財政課 1,500 － －

進捗状況

決算見込み

担当課：税務課 13,345 13,340 13,340

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 1,280 1,920 1,920

(1)効率的・効果的な行財政運
営の推進

【施策】【政策】 【基本事業】

(1)財政の健全化
(2)行政改革の推進
(3)適正な人事管理と職員の能力向上

事　務　事　業　名 事　業　概　要

財政健全化計画に基づき、市の行財政運営
の将来像を展望し計画を推進する。財政健全化計画推進事業

継続

主要財源の安定的な確保や公平性の確保か
ら、市税徴収率を段階的に向上させる。市税徴収率向上対策事業

市営住宅家賃滞納整理事
業

市営住宅の家賃滞納整理をすることで、市
営住宅使用料収入の収入未済額を減少させ
るとともに、入居者間の不公平感の解消を
図り、健全な住宅運営を実施する。

継続

継続

市民の市政への参加意識を高めるととも
に、財源調達の多様化を進めるため、住民
参加型市場公募債を発行する。

住民参加型市場公募債発
行事業

実施 継続

計画どおり

－

住民参加型市場公募債「しっか
り！ぼう債」を徳島県・徳島市と
共同発行し、鳴門市分として1億円
を調達した。

完了･終了

510

平成18年度改訂版「財政健全化計
画」に基づき、平成19年度の予算
編成及び執行管理を実施した。ま
た、平成18年度決算における普通
会計のバランスシートや行政コス
ト計算書等を公表した。

高額家賃滞納者2人訴訟提起し分割
納付をすることで和解した。

計画どおり

621

滞納整理機構に40事案を移管、県市合同
徴収の実施や口座振替キャンペーンの実
施、租税債権の確保を目的とした租税債
権の徴収を目的とした滞納処分への転換
等を実施した。徴収率は、現年度分
98.01%、滞納繰越分11.98%、全体
88.36%であった。

計画どおり

11,985

時代を拓く行財政
のシステムづくり

重9-3
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第5章 第2節　時代を拓く行財政のシステムづくり

【(1)効率的・効果的な行財政運営の推進－(2)行政改革の推進】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 75 70 70

【(1)効率的・効果的な行財政運営の推進－(3)適正な人事管理と職員の能力向上】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成19年度実績

H19年度 H20年度 H21年度 平成19年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人事課 5,180 6,360 5,180

事　務　事　業　名 事　業　概　要

市民サービスの向上と管理経費の節減を図
ることを目的に、指定管理者制度によって
効果が見込まれる施設について、円滑な導
入を推進する。

指定管理者制度導入事業

継続

集中改革プランの着実な実施により、財政
健全化を図るとともに、市民サービスの向
上と簡素で効率的な行財政システムを確立
する。

集中改革プラン推進事業

継続

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

「鳴門市人材育成基本方針（第2次）」に
基づき、地方分権時代にふさわしい職員の
資質、能力の向上を図るため計画的な各種
研修を実施する。

職員人材育成研修事業

指定管理者制度を新たに導入する
施設について、他市の状況等を参
考に研究、検討を進めた。

計画どおり

0

集中改革プラン各取り組み事項の
着実な推進に努め、職員数につい
ては、平成19年4月1日現在、
841人と対前年比43人削減し、平
成22年4月現在の目標数までの達
成率は68％となった。

計画どおり

－

「鳴門市人材育成基本方針（第2
次）」に基づき、地方分権時代に
即した人材育成研修として各階層
別研修、職務別研修、課題別研修
等を実施し、自治大学校へ1人、市
町村アカデミー等へ14人、と派遣
研修を行った。

計画どおり

4,500

重9-4

重9-4

重9-5
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